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１
、
架
蔵
、
伝
寂
蓮
筆
六
半
切
（
源
氏
物
語
・
花
散
里
）
に
つ
い
て

　

架
蔵
切
は
、
未
装
の
断
簡
（
図
版
参
照
）
で
、
極
札
（
楮
紙
、
一
二･

二
×
一･

九
㎝
）
に
は
、

　
　

寂
蓮
法
師
き
と
り
て

〔
見
室
（
朱
印
）
〕

と
あ
る
。
木
村
見
室
（
生
没
年
未
詳
）
の
極
め
で
、
見
室
は
古
筆
本
家
六
代
了
音
（
延
宝
二1674

～
享
保
十1725

年
六
月
二
十
二
日
、

五
十
二
歳
）
の
門
人
な
の
で
、
江
戸
中
期
の
極
め
と
な
る
（
極
札
裏
に
は
判
読
不
能
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
）
。
本
紙
は
楮
打
紙
、
寸
法
は

一
七･

九
×
九･

七
（
字
高
一
四･

八
～
一
六･

五
）
㎝
で
、
三
～
六
行
目
一
～
二
字
目
の
行
間
に
は
擦
消
痕
か
裏
映
り
か
判
別
不
能
の

薄
い
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
切
裏
に
は
、
「
六
十
五
」
と
あ
る
ほ
か
、
極
札
裏
と
同
じ
く
判
読
不
能
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
切
の
上
下
に

上
四･

六
㎝
、
下
三･

二
㎝
の
縦
幅
（
横
は
本
紙
と
同
寸
）
で
金
銀
箔
散
ら
し
の
斐
紙
を
継
紙
し
、
こ
れ
を
含
め
た
全
体
を
幅
〇･

二
㎝

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
四
号　

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
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の
利
休
茶
地
の
金
襴
（
紋
様
不
明
）
で
覆
輪
す
る
。

　

本
切
の
ツ
レ
は
、
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻

）
1
（

所
載
の
「
伝
寂
蓮
筆
源
氏
物
語
切
」
（
図

117
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
十
三
号
手
鑑
」

所
収
→
以
下
、
「
東
博
切
」
と
略
称
）
の
一
葉
（
「
明
石
」
）
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
、
同
「
解
説
」
に
依
る
と
、
料
紙
は
「
鳥
の
子
」
、

一
八･

四
×
一
六･
三
㎝
、
一
面
十
行
書
（
極
札
等
未
調
査
）
。
ツ
レ
を
参
考
に
す
る
と
、
元
は
六
半
形
と
し
て
は
か
な
り
縦
長
で
特
殊
な

判
型
の
冊
子
本
（
こ
う
し
た
特
殊
な
判
型
は
装
飾
料
紙
を
用
い
た
調
度
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
本
切
は
、
下
部

を
少
し
と
横
を
大
幅
に
（
四
～
五
行
分
）
切
り
取
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
解
説
」
に
は
「
古
筆
に
お
い
て
寂
蓮
と
伝
称
す
る
一

群
の
筆
跡
よ
り
は
、
や
や
時
代
が
下
る
十
三
世
紀
半
ば
す
ぎ
の
書
写
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
博
切
を
「
河
内
本
系
統
」
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
、
河
内
本
の
成
立
時
期
に
合
わ
せ
た
書
写
年
代
を
想
定
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
書
風
的
に
は
鎌
倉
中
期
ま
で
下
る
も
の
と
は

見
え
に
く
ゝ
（
「
十
三
世
紀
前
半
の
書
写

）
2
（

」
と
さ
れ
る
伝
西
行
筆
林
葉
集
切
に
近
し
い
）
、
伝
称
筆
者
寂
蓮
の
生
存
期
を
含
む
鎌
倉
初
～
前

期
頃
の
書
写
と
見
る
こ
と
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
書
写
内
容
を
検
討
し
た
上
で
判
断
し
た
い
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
、

　
　

き
と
り
て
御
せ
う
そ
こ
き
こ
ゆ
わ
か
や
か
な
る

　
　

け
は
ひ
と
ん
し
て
お
ほ
め
く
な
る
へ
し

　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
こ
と
ゝ
ふ
こ
ゑ
は
そ
れ

　
　

な
れ
と
あ
な
お
ほ
つ
か
な
さ
み
た
れ
の

　
　

そ
ら
こ
と
さ
ら
に
た
と
ひ
と
み
れ
は
よ
し
〳
〵

　
　

う
ゑ
し
か
き
ね
も
と
て
い
つ
る
を
人
し
れ
す
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と
な
る
。
書
写
内
容
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
花
散
里
」
（
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
三
巻
・『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
三
巻

）
3
（

〔
以
下
、
「
別

本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
と
略
記
〕
文
節
番
号110162

～110177

〔
以
下
、
算
用
数
字
の
み
を
記
す
（
冒
頭
の
11
は
巻
別
番
号
）
〕
、

『
源
氏
物
語
大
成
』
第
二
冊

）
4
（

〔
以
下
、
「
大
成
」
〕
三
八
八
頁
7
～
10
行
目
〔
以
下
、
漢
数
字
・
算
用
数
字
の
み
を
記
す
〕
）
で
、
源
氏
は
、

亡
き
桐
壺
院
の
女
御
で
あ
っ
た
麗
景
殿
の
妹
の
三
の
君
（
花
散
里
）
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
五
月
雨
の
晴
れ
間
に
三
の
君
が
同
居
す
る
女
御
の

邸
を
訪
問
し
よ
う
と
し
て
中
川
の
辺
り
を
通
り
掛
か
る
と
、
以
前
関
係
の
あ
っ
た
女
の
家
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
折
か
ら
郭
公
が
鳴
き

渡
っ
て
昔
を
思
い
出
さ
せ
る
の
で
、
従
者
の
惟
光
に
案
内
を
請
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
女
は
長
い
途
絶
え
を
怨
ん
で
源
氏
を
迎
え
入
れ
な
か
っ

た
と
い
う
下
り
で
、
須
磨
へ
の
流
謫
が
迫
る
中
で
の
、
色
好
み
の
光
源
氏
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
る
場
面
で
あ
る

）
5
（

。

　

次
に
、
本
切
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
「
花
散
里
」
は
定
家
本
原
本
が
伝
存
す
る
の
で
、
こ
れ
を
底
本

）
6
（

と
し
て
文
節
単
位

で
す
べ
て
の
校
合
本
を
掲
出
し
、
底
本
と
本
切
に
異
同
の
あ
る
箇
所
に
は
「
◎
」
、
本
切
と
底
本
間
に
異
同
は
な
い
が
校
合
諸
本
中
に
一
本

で
も
異
同
の
あ
る
も
の
は
「
○
」
、
傍
注
や
仮
名
遣
い
・
反
復
記
号
・
漢
字
仮
名
の
違
い
の
み
の
異
同
は
「
△
」
を
付
し
て
示
す
。
「
別
本

集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成

）
7
（

』
（
以
下
、
「
河
内
本
集
成
」
）
所
収
の
諸
本
及
び
、
「
大
成
」
校
合
本
の
う
ち
上
記

書
に
未
所
収
の
横
山
本
（
横
）
は
「
大
成
」
に
依
り
、
東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
明
融
本

）
8
（

（
明
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本

）
9
（

（
証
）
、
飯
島
本

）
10
（

（
飯
）
、
米
国
議
会
図
書
館
蔵
本

）
11
（

（
米
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（

554-

14
）
正
徹
本
（
徹
）
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
サ

4-

75-

11
）
正
徹
本

）
12
（

（
研
）
、
大
正
大
学
図
書
館
蔵
本

）
13
（

（
正
）
を
加
え
て
校
異
を
示
す
こ
と
ゝ
す
る

）
14
（

。
私
に
付
し
た
も
の
を
除
き
、
諸
本

の
略
号
は
概
ね
「
別
本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
「
河
内
本
集
成
」
「
大
成
」
に
倣
う
が
、
「
大
成
」
「
河
内
本
集
成
」
が
中
京
大
学
図
書
館
蔵

大
島
本
に
「
大
」
を
充
て
る
た
め
、
古
代
学
協
会
蔵
大
島
本
は｢

古｣
と
し
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
（
大
成
「
三
」
・
別
本
集
成
続

「
日
」
）
は
「
日
」
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
（
大
成
・
河
内
本
集
成
「
宮
」
、
別
本
集
成
続
「
高
」
）
は
「
高
」
、
尊
経
閣
文
庫

蔵
定
家
本
は｢

定｣

、
架
蔵
切
は
「
寂
」
と
し
た
。
異
同
の
種
別
を
示
す
記
号
（
◎
○
△
）
の
上
に
あ
る
丸
付
数
字
（
①
～
⑥
）
は
、
本
切
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の
行
数
を
示
し
、
三
桁
の
算
用
数
字
は
「
別
本
集
成
」
の
文
節
番
号
を
示
す
（
「
花
散
里
」
は
総
文
節
数

424
な
の
で
、
千
の
位
「
0
」
は
省

略
し
た
）
。
校
異
符
号
は
原
則
と
し
て
「
別
本
集
成
」
に
し
た
が
う

）
15
（

が
、
可
能
な
か
ぎ
り
振
り
仮
名
＝
右
傍
書
の
か
た
ち
で
処
理
し
、
処
理

し
き
れ
な
い
情
報
は
校
異
略
号
下
に
「
→
」
を
付
し
て
補
足
し
た
。
ま
た
、
「
別
本
集
成
続
」
に
倣
い
、
底
本
と
異
同
の
な
い
諸
本
〔
底
本

「
定
」
を
含
む
〕
を
底
本
本
文
下
に
列
記
し
た
。
横
山
本
及
び
「
河
内
本
集
成
」
所
収
の
校
異
本
文
に
つ
い
て
は
、
仮
名
遣
い
・
漢
字
仮
名

の
違
い
が
忠
実
に
反
映
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
表
記
が
確
定
で
き
る
も
の
以
外
に
は
〔　

〕
を
付
し
た
。

　

①
162
○ 

け
し
き
（
定
古
明
陽
麦
阿
尾
為
鶴
日
穂
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
研
）・
け＝

キ
ゲ
ン
ト
ル
也

し
き
（
前
）・
気
し
き
（
証
国
肖
伏
保
徹
正
）

―
け
し
き
か
（
御
）
・
〔
け
し
〕
き
（
寂
）

　

①
163
△ 

と
り
て
（
定
古
明
証
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
為
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
→
以
下
、
「
―
〈
対
照
異

同
ナ
シ
〉
」
と
略
記

　

①
164 

○
御
せ
う
そ
こ
（
定
古
寂
明
証
陽
麦
阿
尾
肖
鶴
日
穂
保
前
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
米
徹
研
正
）
・
御
せ
う
そ
く
（
御
国
為
飯
）
・
御

消
息
（
伏
横
）
―
御
せ
う
そ
こ
と
（
高
）

　

①
165 

○
き
こ
ゆ
（
定
古
寂
明
証
陽
御
国
肖
為
鶴
日
伏
穂
保
〔
横
〕
米
徹
研
）・
聞
ゆ
（
前
正
）
―
い
ふ
（
麦
阿
尾
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕

飯
）
→
「
河
内
本
集
成
」
は
「
と
い
ふ
宮
※
」
と
す
る
が
、
文
節
の
関
係
上
「
御
せ
う
そ
こ
と
」
と
し
て
異
同
を
掲
示

　

①
166
１
△
わ
か
や
か
な
る
―
〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉

　

②
167 

◎
け
し
き
と
も
し
て
（
定
古
明
証
国
為
日
伏
前
〔
横
〕
米
）
・
気
し
き
と
も
し
て
（
鶴
保
）
―
け
は
ひ
と
ん
し
て
（
寂
）
・
け
は
ひ

と
も
し
て
（
穂
）
・
け
わ
い
と
も
し
て
（
陽
御
）
・
け
わ
い
と
も
あ
ま
た
し
て
（
麦
）
・
け
は
ひ
と
も
あ
ま
た
し
て
（
阿
尾
高
天
〔
七

平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）
・
け
し
き
と
も
あ
ま
た
し
て
（
肖
徹
研
正
）
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②
168
○ 

お
ほ
め
く
な
る
へ
し
（
定
古
寂
明
証
陽
御
麦
尾
国
肖
為
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
ナ
シ
（
阿
）・

お
ほ
め
か
く
な
る
へ
し
（
大
）

　

③
169
△ 
ほ
と
ゝ
き
す
（
定
古
寂
陽
阿
尾
国
為
日
穂
保
高
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
ほ＼

〈

合
点
〉
＝

女

と
ゝ
き
す
（
明
）
・
ほ＝

誰
共
ナ

シ
〈

朱
〉

と
ゝ
き
す

（
鶴
）
・
郭
公
（
証
御
肖
伏
前
天
）
・
時
鳥
（
麦
）
―
〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉

　

③
170
○ 

こ
と
ゝ
ふ
（
定
寂
陽
御
麦
阿
尾
伏
穂
高
〔
七
平
大
鳳
兼
横
〕
飯
）
・
こ
と
と
ふ
（
古
国
天
米
）
―
か
た
ら
ふ
（
証
肖
鶴
日
保
岩
徹

研
正
）
・
か＝

こ

と

と

ふ

イ

た
ろ
ふ
（
為
）
・
か＄

事

と

ふ

た
ら
ふ
（
前
）
・
こ＝

か

た

ら

ふ

と
ゝ
ふ
（
明
）

　

③
171 

○
こ
ゑ
は
（
定
古
寂
明
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
鶴
日
伏
保
前
高
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
米
徹
正
）
・
声
は
（
証
〔
為
穂
天
〕
研
）
―
こ
ゑ

も
（
横
）

　

③
～
④ 

172
○
そ
れ
な
れ
と
（
定
古
寂
陽
御
国
為
鶴
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
鳳
兼
横
〕
飯
研
）
―
そ
れ
な
か
ら
（
証
麦
阿
天
大
米
徹
正
）
・

そ
れ
な
か
ら
と＄

（
肖
）
・
そ
れ
な
れ＝

カ

ラと
（
明
）
・
そ
れ
な＝

な
か
ら
イ

れ
と
（
岩
）

　

④
173
～
74
○
あ
な
お
ほ
つ
か
な
―
〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉

　

④
175
△ 

さ
み
た
れ
の
（
定
古
寂
明
証
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
日
保
前
高
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
正
）
・
五
月
雨
の
（
為
鶴
伏
穂
天
研
）

―
〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉

　

⑤
176
○ 

そ
ら
（
定
古
寂
明
陽
御
麦
阿
尾
国
日
伏
保
高
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
）
・
空
（
証
肖
為
鶴
穂
前
天
米
徹
研
正
）
―
〈
対
照
異
同

ナ
シ
〉

　

⑤
177
◎ 

こ
と
さ
ら
（
定
古
明
〔
横
〕
）
―
こ
と
さ
ら
に
（
寂
証
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
米
徹
研

正
）
・
殊
更
に
（
為
）

　

⑤
178
◎ 

た
と
る
と
（
定
古
明
証
陽
御
阿
尾
国
肖
為
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
た
と
ひ
と
（
寂
）
・
た
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る
と
（
麦
）

　

⑤
179
○ 
み
れ
は
（
定
古
寂
明
証
阿
国
肖
為
鶴
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
徹
）・
見
れ
は
（
御
〔
は
〈
判
読
〉
〕
麦
米
研
正
）
―
見
ゆ
れ
は
（
尾
）・

み
ゆ
れ
は
（
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）

　

⑤
180
△ 

よ
し
〳
〵
（
定
古
寂
明
証
陽
御
麦
阿
国
肖
為
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
正
）
・
よ
し
よ
し
（
尾
）
・

よ＼
〈
朱
合
点
〉

し
〳
〵
（
研
）
―
（
〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉
）

　

⑥
181
△ 

う＼
〈
朱
合
点
〉

へ
し
（
定
鶴
飯
）
・
う
へ
し
（
古
証
麦
阿
尾
国
肖
日
伏
保
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
米
徹
正
）
・
う
ゑ
し
（
寂
陽
御
穂
）
・
う＝

荒
タ
ル
事
也

へ
し

（
明
）
・
植
し
（
研
）
・
う
へ
し
（
為
→
「
か
こ
は
ね
と
よ
も
き
な
ま
り
き
夏
く
れ
は
う
へ
し
か
き
ね
も
し
け
り
あ
ひ
け
り
〈
行

間
・
右
肩
ニ
記
号
ア
リ
〉
」
）
・
う＼

〈

合
点
〉

へ
し
（
前
→
「
花
ち
り
し
庭
の
木
の
は
も
茂
り
あ
ひ
て
う
へ
し
か
き
ね
も
み
え
こ
そ
わ
か
ね
」

〈
行
間
〉
）
・
う＼

〈
朱
合
点
〉

へ
し
（
高
→
「
か
こ
は
ね
と
よ
も
き
の
ま
か
き
夏
く
れ
は
う
へ
し
か
き
ね
も
し
け
り
あ
ひ
に
け
り
」
〈
行
間
〉
、
傍

＝
奥
入
、「
花
ち
り
し
庭
の
こ
の
は
も
し
け
り
あ
ひ
て
う
へ
し
か
き
ね
も
み
こ
そ
わ
す
れ
ね
」
〈
行
間
〉
、
傍
花
＝
紫
明
）
―
（
〈
対

照
異
同
ナ
シ
〉
）

　

⑥
182
○ 

か
き
ね
も
と
て
（
定
古
寂
明
証
陽
御
麦
阿
尾
国
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
米
徹
研
正
）
・
垣
ね
も
と
て
（
鶴
）
・

か
き
ね
も
と
め＄

て
（
為
）
―
か
き
ね
も
て
（
飯
）

　

⑥
183
△ 

い
つ
る
を
（
定
古
寂
明
証
陽
御
麦
尾
国
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
徹
研
正
）
・
出
る
を
（
阿
為
鶴
米
）
―

〈
対
照
異
同
ナ
シ
〉

　

⑥
184
◎ 

人
し
れ
ぬ
（
定
古
証
陽
麦
阿
尾
国
肖
鶴
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
ひ
と
し
れ
ぬ
（
御
為
）
・
人

し＝

女
の

心

れ
ぬ
（
明
）
―
人
し
れ
す
（
寂
）
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「
花
散
里
」
に
つ
い
て
は
、
別
本
は
「
大
成
」
に
「
御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
）
」
「
陽
明
家
本
（
陽
明
文
庫
本
）
」
の
二
本
が
上
げ
ら
れ

る
の
み
で
あ
り
、
両
本
と
ゝ
も
に
「
別
本
集
成
」
に
用
い
ら
れ
た
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
は
と
も
に
河
内
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
と
さ
れ

る
）
16
（

。
「
別
本
集
成
続
」
で
は
別
本
に
属
す
る
と
さ
れ
る
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
が
加
え
ら
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
三
本
の
別
本
が
知
ら
れ
る
こ

と
に
な
る

）
17
（

（
別
本
に
分
類
さ
れ
る
古
筆
切
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
し
て
い
な
い

）
18
（

）
。

　

僅
か
六
行
分
で
あ
る
が
、
本
切
に
は
河
内
本
系
統
と
定
家
本
系
統

）
19
（

、
別
本
系
統
を
区
別
す
る
た
め
の
リ
ト
マ
ス
試
験
紙
的
な
役
割
を
果

た
す
箇
所
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
先
ず
こ
れ
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　

①
165
○
き
こ
ゆ
―
い
ふ
（
麦
阿
尾
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）

　

⑤
179
○
み
れ
は
―
見
ゆ
れ
は
（
尾
）
・
み
ゆ
れ
は
（
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）

の
二
箇
所
は
、
河
内
本
系
統
と
そ
れ
以
外
が
対
立
す
る
が
、
後
者
で
は
河
内
本
系
統
と
さ
れ
る
阿
里
莫
本
（
み
れ
は
）・
麦
生
本
（
見
れ
は
）

は
外
れ
て
い
る
（
前
者
の
異
同
が
河
内
本
に
一
致
す
る
永
青
文
庫
蔵
北
村
季
吟
筆
本
・
同
正
親
町
三
条
公
兄
筆
本
・
筑
波
大
学
図
書
館
蔵

〔
貴
・
和
・
70
・
2
〕
本
・
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
本
・
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
〔
天217

・1317

〕
本
・
立
命
館
大
学
図
書

館
西
園
寺
文
庫
本
と
い
っ
た
諸
本
も
同
様
で
あ
り
、
後
者
に
関
し
て
は
書
写
の
古
く
な
い
伝
本
で
は
揺
れ
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る

）
20
（

）
。

寂
蓮
切
は
「
き
こ
ゆ
」
「
み
れ
は
」
で
双
方
と
も
定
家
本
に
一
致
し
、
河
内
本
系
統
の
本
文
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

②
167
◎ 

け
し
き
と
も
し
て
（
定
古
明
証
国
為
日
伏
前
〔
横
〕
米
）
・
気
し
き
と
も
し
て
（
鶴
保
）
―
け
は
ひ
と
ん
し
て
（
寂
）
・
け
は
ひ

と
も
し
て
（
穂
）
・
け
わ
い
と
も
し
て
（
陽
御
）
・
け
わ
い
と
も
あ
ま
た
し
て
（
麦
）
・
け
は
ひ
と
も
あ
ま
た
し
て
（
阿
尾
高
天

〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）
・
け
し
き
と
も
あ
ま
た
し
て
（
肖
徹
研
正
）

こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
更
に
分
割
し
て
見
た
方
が
わ
か
り
易
い
。

　

②
◎ 

け
し
き
と
も
（
定
古
明
証
国
肖
為
日
伏
前
〔
横
〕
米
徹
研
正
）・
気
し
き
と
も
（
鶴
保
）
―
け
わ
い
と
ん
（
寂
）・
け
わ
い
と
も
（
陽



伝
寂
蓮
筆
源
氏
物
語
切
「
花
散
里
」
の
性
格

9

御
麦
）
・
け
は
ひ
と
も
（
阿
尾
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）

　

②
○
し
て
（
定
寂
古
明
証
陽
御
国
為
鶴
穂
保
日
伏
前
〔
横
〕
米
）
―
あ
ま
た
し
て
（
麦
阿
尾
肖
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
徹
研
正
）

前
者
は
「
け
し
き
と
も
」
と
す
る
定
家
本
系
統
と
「
け
は
ひ
と
も
」
と
す
る
河
内
本
・
別
本
系
統
が
対
立
し
、
後
者
で
は
、
「
し
て
」
と
す

る
定
家
本
系
統
・
別
本
系
統
と
「
あ
ま
た
し
て
」
と
す
る
河
内
本
系
統
に
対
立
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
異
同
は
次
の
四
種
に
整
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑴
け
し
き
と
も
＋
し
て
（
定
古
明
国
為
日
伏
前
〔
横
〕
米
鶴
保
）

　

⑵
け
し
き
と
も
＋
あ
ま
た
し
て
（
肖
徹
研
正
）

　

⑶
け
は
ひ
と
も
＋
し
て
（
寂
陽
御
穂
）

　

⑷
け
は
ひ
と
も
＋
あ
ま
た
し
て
（
麦
阿
尾
高
天
〔
七
平
大
鳳
兼
岩
〕
飯
）

　

こ
れ
を
「
け
し
き
」
―
「
け
は
ひ
」
部
分
を
重
ん
じ
て
整
理
す
る
と
、
⑴
⑵
と
⑶
⑷
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
あ
ま
た
」
の
有
無
を

中
心
に
見
る
と
、
⑴
⑶
と
⑵
⑷
に
分
か
れ
る
こ
と
ゝ
な
る
が
、
⑴
は
定
家
本
系
統
、
⑷
は
河
内
本
系
統
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

⑶
は
別
本
系
統
と
考
え
ら
れ
る
諸
本
群
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
⑵
で
、
例
え
ば
肖
柏
本
は
定
家
本
系
統
に
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、

「
花
散
里
」
は
「
大
成
」
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
（
池
田
亀
鑑
氏
の
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
た
付
箋
に
は
「
河
内
本　

少
異
ア
リ
」
と
い
う
池

田
氏
の
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
黒
ペ
ン
で
「
本
帖
の
本
文
は
、
大
体
に
於
て
湖
月
抄
の
本
文
に
一
致
し
て
居
り
ま
す
。
」
、
鉛
筆
で
「
大
体    

河
内
本
な
り
」
と
い
う
別
人
〔
斎
藤
秀
雄
（
春
名
好
重
）
氏
か
〕
の
書
入
が
あ
る
由
で
あ
る

）
21
（

）
。
「
別
本
集
成
続
」
の
異
同
を
見
る
か
ぎ
り

で
は
本
文
的
に
は
純
粋
な
河
内
本
と
は
言
え
ず
、
お
そ
ら
く
は
定
家
本
系
統
と
の
混
交
本
文
と
考
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら

は
や
は
り
定
家
本
系
統
の
伝
本
が
河
内
本
系
統
に
接
触
し
、
混
入
し
た
も
の
と
理
解
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
（
し
た
が
っ
て
⑵
は
、
⑴
の

下
位
分
類
の
位
置
に
置
か
れ
る
べ
き
伝
本
群
と
な
る

）
22
（

）
。
⑵
の
異
同
に
関
し
て
は
、
対
校
範
囲
を
少
し
拡
げ
る
と
、
長
野
市
旧
真
田
文
庫
蔵
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〔
28
・
8
・
1
〕
本
・
永
青
文
庫
季
吟
本
・
永
青
文
庫
〔

218
・
39
〕
本
・
筑
波
大
学
図
書
館
蔵
〔
貴
・
和
・
70
・
2
〕
本
・
相
愛
大
学
図
書

館
春
曙
文
庫
蔵
〔

913-

36
・
Ｍ
・
春

155
〕
本
・
同
春
曙
文
庫
蔵
〔

913-

36
・
Ｍ
・
春

156
〕
本
・
同
春
曙
文
庫
蔵
〔
春

154
〕
本
・
愛
媛
大
学
図

書
館
鈴
鹿
文
庫
蔵
〔

913-

6
・
1-

40
〕
本
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
〔
特1000

・
貴
・
26
／
貴
7
・
54
・
55
〕
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

〔
510
・
19
〕
本
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔
4-

30
・
ケ
・
3
貴
〕
本
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
〔
ヘ
02
・04867

・0051

〕
本
・
同
伊

地
知
鉄
男
文
庫
〔
文
庫
20
・00396

〕
本
・
慶
安
版
本
・
『
首
書
源
氏
物
語
』
な
ど
も
同
様
の
本
文
を
有
し
て
お
り
、
『
湖
月
抄
』
の
よ
う

な
異
本
注
記
型
な
ど
も
含
め
る
と
さ
ら
に
増
え
る
。
主
要
伝
本
で
は
肖
柏
本
・
正
徹
本
・
大
正
大
学
本
の
み
の
異
同
と
し
て
捉
え
ら
れ
る

が
、
中
世
末
～
江
戸
期
に
お
い
て
は
比
較
的
広
く
流
通
し
て
い
た
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
河
内
本
系
統
の
「
あ
ま
た
」
は
、
少
し
前
の
行
文
「
し
ん
殿
と
お
ほ
し
き
や
の
に
し
の
つ
ま
に
人
〳
〵
ゐ

た
り
」
（
定
家
本
・
傍
線
稿
者
）
と
あ
る
の
を
受
け
た
説
明
的
な
付
加
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
「
け
し
き
」
と
「
け
は
ひ
」
の
違
い
は
ど

う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
現
代
語
訳
し
て
し
ま
え
ば
両
者
と
も
「
様
子
・
気
配
」
で
あ
る
が
、
「
け
し
き
」
は
よ
り
視
覚
的
な
要
素
を

含
む
語
で
あ
り
、
「
け
は
ひ
」
は
視
覚
以
外
の
音
や
匂
い
、
肌
の
感
覚
な
ど
に
重
心
を
置
く
語
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
源
氏

の
命
を
受
け
た
惟
光
は
「
さ
き
〳
〵
も
き
ゝ
し
こ
ゑ
な
れ
は
こ
わ
つ
く
り
け
し
き
と
り
て
」
（
以
前
に
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
声
な
の
で
、

咳
払
い
を
し
て
相
手
の
様
子
を
窺
っ
て
か
ら
）
源
氏
の
言
づ
て
を
お
伝
え
す
る
。
そ
の
様
子
を
女
房
た
ち
が
聴
い
て
ざ
わ
め
く
の
を
「
わ

か
や
か
な
る
け
し
き
と
も
し
て
」
（
若
々
し
い
気
配
な
ど
し
て
）
と
述
べ
る
の
で
、
惟
光
の
目
に
は
直
接
若
い
女
房
た
ち
の
姿
は
映
っ
て
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
ゝ
は
「
け
は
ひ
」
と
あ
る
方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
ゞ
し
、
こ
れ
も
先
に
「
に

し
の
つ
ま
に
人
〳
〵
ゐ
た
り
」
と
あ
る
こ
と
を
重
く
み
れ
ば
、
既
に
視
覚
的
に
認
知
さ
れ
た
事
象
と
な
る
の
で
、
「
け
し
き
」
と
あ
っ
て
も

不
都
合
で
は
な
い
＝
寧
ろ
整
合
性
が
あ
る
表
現
で
あ
る
と
見
做
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
行
文
の
前
に
「
け
し
き
と
り
て
」
と
あ
る
の
も
、

こ
ゝ
に
「
け
し
き
」
を
選
択
す
る
の
に
一
役
買
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
川
の
女
ひ
と
り
に
向
け
た
表
現
で
あ
り
、
「
わ
か
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や
か
な
る
」
女
房
た
ち
は
視
覚
的
な
存
在
と
し
て
は
薄
い
＝
ま
さ
に
背
後
の
存
在
と
し
て
「
け
は
ひ
と
も
し
て
お
ほ
め
く
」
方
が
物
語
的

な
奥
行
を
感
じ
さ
せ
る
。
定
家
本
の
表
現
は
一
度
既
に
視
覚
化
さ
れ
た
も
の
を
再
認
識
す
る
と
い
う
意
味
で
論
理
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ

故
に
「
け
は
ひ
」
→
「
け
し
き
」
の
変
化
は
想
像
で
き
て
し
ま
う
。
逆
に
「
け
し
き
」
を
「
け
は
ひ
」
と
書
き
換
え
る
必
然
性
は
見
当
た

ら
な
い
（
敢
え
て
想
像
す
れ
ば
、
先
の
「
け
し
き
と
り
」
と
の
重
畳
を
回
避
す
る
と
い
う
意
識
に
よ
る
改
変
の
可
能
性
は
あ
る
に
し
て
も
）
。

両
語
と
も
『
源
氏
物
語
』
中
に
も
多
数
の
用
例
を
持
つ
の
で
、
そ
れ
を
も
っ
て
ど
ち
ら
が
よ
り
古
体
を
存
す
る
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、

こ
の
場
面
に
関
し
て
は
別
本
系
統
の
「
け
は
ひ
」
の
方
が
よ
り
古
体
を
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
河
内
本
は
こ
れ
を
摂
り
な
が
ら
、

「
ど
も
」
に
呼
応
す
る
形
で
「
あ
ま
た
」
と
強
調
す
る
表
現
を
選
択
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
）
。
こ
の
異
同
を
み
る
か
ぎ
り
、
伝
寂
蓮
法
師
筆

「
花
散
里
」
切
は
陽
明
文
庫
本
や
御
物
本
と
同
じ
く
別
本
系
統
に
属
す
る
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
（
同
様
の
異
同
を
持
つ
穂
久
邇
文
庫
本

に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
）
。

　

こ
の
ほ
か
の
異
同
で
目
に
付
く
の
は
、
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。

　

③
170
○ 

こ
と
ゝ
ふ
―
か
た
ら
ふ
（
証
肖
鶴
日
保
岩
徹
研
正
）
・
か＝

こ

と

と

ふ

イ

た
ろ
ふ
（
為
）
・
か＄

事

と

ふ

た
ら
ふ
（
前
）
・
こ＝

か

た

ら

ふ

と
ゝ
ふ
（
明
）

　

③
～
④ 

172
○
そ
れ
な
れ
と
―
そ
れ
な
か
ら
（
証
麦
阿
天
大
米
徹
正
）・
そ
れ
な
か
ら
と＄

（
肖
）・
そ
れ
な
れ＝

カ

ラと
（
明
）・
そ
れ
な＝

な
か
ら
イ

れ
と
（
岩
）

両
方
に
特
徴
的
な
の
は
、
河
内
本
系
統
・
別
本
系
統
の
主
要
伝
本
に
は
少
数
の
例
外
を
除
い
て
定
家
本
と
の
異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

で
あ
る
。
「
か
た
ら
ふ
」
と
あ
る
主
要
伝
本
は
書
陵
部
三
条
西
家
本
・
肖
柏
本
・
鶴
見
大
学
本
・
日
大
三
条
西
本
・
保
坂
本
・
正
徹
本
・
大

正
大
学
本
・〔
伝
為
明
筆
本
〕
な
ど
傍
系
の
定
家
本
系
統
が
中
心
で
あ
り
、
こ
れ
に
河
内
本
系
統
の
岩
国
吉
川
家
本
が
加
わ
る
（
鶴
見
本
は
、

稿
者
の
調
査
で
は
肖
柏
本
に
近
い
定
家
本
系
統
の
一
本
と
考
え
る
）
。
「
そ
れ
な
か
ら
」
と
あ
る
主
要
伝
本
は
書
陵
部
三
条
西
家
本
・
書
陵

部
正
徹
本
・
大
正
大
学
本
・
〔
肖
柏
本
〕
な
ど
の
傍
系
の
定
家
本
系
統
に
麦
生
本
・
有
里
莫
本
・
天
理
河
内
本
・
大
島
河
内
本
・
〔
岩
国
吉

川
家
本
〕
と
い
っ
た
河
内
本
諸
本
が
加
わ
る
が
、
尾
州
家
本
・
高
松
宮
本
・
七
毫
源
氏
・
平
瀬
本
・
飯
島
本
な
ど
は
こ
れ
を
支
持
し
な
い
。
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「
か
た
ら
ふ
」
型
で
も
っ
と
も
古
い
書
写
本
は
伝
為
明
筆
本
（
南
北
朝
期
書
写

）
23
（

、
天
理
図
書
館
蔵
→
池
田
本
と
は
別
）
と
見
ら
れ
、
岩
国
吉

川
家
本
も
室
町
期
以
前
と
さ
れ
る
が
、
保
坂
本
は
室
町
中
期
の
補
写
部
分
で
あ
り
、
ほ
か
は
そ
れ
ら
よ
り
下
る
よ
う
で
あ
る
。
「
そ
れ
な
か

ら
」
型
は
大
島
河
内
本
・
岩
国
吉
川
家
本
が
南
北
朝
期
で
あ
る
ほ
か
は
、
室
町
期
以
後
の
書
写
本
が
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
は
定
家
本

系
統
・
河
内
本
系
統
の
区
別
な
く
混
在
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
と
も
に
両
系
統
の
主
流
の
位
置
を
占
め
る
伝
本
を
欠
い
て
お
り
、
傍
系

を
中
心
と
し
た
異
同
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
承
関
係
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
が
、
「
か
た
ら
ふ
」
の
蔓
延
に

関
し
て
は
三
条
西
家
本
の
存
在
と
そ
の
影
響
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る

）
24
（

。
両
異
同
と
も
少
し
く
調
査
範
囲
を
拡
げ
て
み
る
と
、
室
町
末
～
江

戸
前
期
頃
書
写
の
伝
本
の
多
く
に
認
め
ら
れ
、
見
方
に
よ
っ
て
は
こ
ち
ら
が
主
流
の
観
さ
え
あ
る
ほ
ど
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

本
文
と
し
て
は
、
「
こ
わ
つ
く
り
け
し
き
と
り
て
御
せ
う
そ
こ
き
こ
ゆ
」
を
受
け
た
表
現
で
あ
り
、
「
こ
と
ゝ
ふ
」
と
あ
る
の
が
ふ
さ
わ

し
い
が
、
源
氏
歌
「
お
ち
か
へ
り
え
そ
し
の
は
れ
ぬ
ほ
と
ゝ
き
す
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
や
と
の
か
き
ね
に
」
を
受
け
た
返
歌
で
あ
れ
ば
、
源

氏
歌
の
「
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
」
に
対
し
て
「
か
た
ら
ふ
」
と
返
し
て
も
、
和
歌
的
修
辞
と
し
て
は
ま
っ
た
く
自
然
で
あ
る
と
い
え
る
。
中

川
の
女
は
源
氏
に
同
調
し
て
「
か
た
ら
ふ
」
と
詠
む
の
で
は
な
く
、
わ
ざ
と
冷
た
く
「
こ
と
ゝ
ふ
」
と
返
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
態

度
が
後
段
の
「
つ
く
し
の
こ
せ
ち
」
（
筑
紫
の
五
節
＝
五
節
の
舞
姫
）
、
さ
ら
に
は
本
編
の
主
人
公
で
あ
る
「
花
散
里
」
と
の
比
較
に
響
い

て
く
る
の
で
あ
り
、
「
か
た
ら
ふ
」
で
は
「
ら
う
た
げ
」
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
た
ゞ
、
和
歌
の
贈
答
と
い
う
形
式
か
ら
は
「
ほ
の
か
た
ら

ひ
し
」
―
「
か
た
ら
ふ
」
の
呼
応
は
あ
っ
て
欲
し
い
が
、
こ
の
場
合
、
「
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
」
を
受
け
る
の
は
「
あ
な
お
ほ
つ
か
な
」
と
い

う
皮
肉
な
表
現
で
あ
る
（
「
ほ
の
」
〔
ち
ょ
っ
と
〕
と
詠
ん
だ
源
氏
の
言
葉
尻
を
捉
え
た
「
お
ぼ
つ
か
な
」
〔
ど
う
だ
っ
た
か
し
ら
〕
の
切
り

返
し
は
見
事
で
あ
る
が
、
「
ろ
う
た
げ
」
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）
。
こ
ゝ
は
そ
の
よ
う
な
物
語
の
構
図
的
に
も
「
こ
と
ゝ
ふ
」

と
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
鎌
倉
期
書
写
の
古
写
本
が
系
統
を
問
わ
ず
「
こ
と
ゝ
ふ
」
と
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
よ
う
。

　
「
そ
れ
な
れ
と
」
―
「
そ
れ
な
か
ら
」
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
「
な
が
ら
」
で
は
「
声
は
昔
の
ま
ゝ
で
」
の
意
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
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「
な
れ
ど
」
は
前
の
事
柄
と
後
の
事
柄
が
対
立
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
で
あ
り
、
「
声
は
確
か
に
昔
の
声
だ
け
れ
ど
も
」
と
、
次
の

「
あ
な
お
ほ
つ
か
な
」
を
更
に
強
調
す
る
役
割
を
担
う
。
「
な
ん
だ
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
わ
、
五
月
雨
の
空
の
雲
が
低
く
垂
れ
込
め
て
い

る
せ
い
で
、
時
鳥
の
声
も
よ
く
聞
こ
え
ま
せ
ん
の
で
」
と
、
源
氏
の
久
し
い
途
絶
え
を
恨
む
（
き
っ
と
さ
き
ほ
ど
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
）
女
の
情
念
の
あ
り
よ
う
は
、
「
そ
れ
な
れ
ど
」
で
な
け
れ
ば
収
ま
ら
な
い
（
彼
女
は
「
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
」
に
和

歌
的
修
辞
以
上
の
意
味
付
け
を
し
て
、
感
情
を
硬
く
す
る
よ
う
な
女
性
で
あ
る
）
。
こ
ゝ
も
「
な
が
ら
」
で
は
柔
和
に
す
ぎ
、
「
な
れ
ど
」

と
い
う
「
ら
う
た
げ
」
な
ら
ざ
る
表
現
が
似
つ
か
わ
し
い
。
さ
き
と
同
様
に
、
鎌
倉
期
書
写
の
古
写
本
が
系
統
を
問
わ
ず
「
そ
れ
な
れ
と
」

と
あ
る
こ
と
も
肯
け
よ
う
。
た
ゞ
、
少
し
拗
ね
た
よ
う
な
「
そ
れ
な
が
ら
」
の
方
が
一
般
的
な
意
味
合
い
で
女
性
的
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
女
性
の
返
歌
と
い
う
先
入
観
か
ら
そ
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
中
川
の
女
」
は
「
ら
う
た
げ
」
な
ら
ざ

る
女
性
と
し
て
造
形
さ
れ
て
お
り
、
物
語
の
表
現
の
結
構
も
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

次
に
、
◎
を
付
し
た
異
同
中
、
寂
蓮
切
の
独
自
異
文
と
見
え
る
事
例
を
中
心
に
見
て
行
き
た
い
（
⑤

177
◎
「
こ
と
さ
ら
」
―
「
こ
と
さ

ら
に
」
は
、
定
家
本
と
大
島
本
・
明
融
本
・
横
山
本
の
み
が
一
致
す
る
特
殊
な
異
同
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
密
接
な
関
係
を
窺
わ
せ

る
が
、
寂
蓮
切
の
系
統
分
類
の
判
断
材
料
と
は
な
ら
な
い
の
で
除
外
す
る
）
。

　

⑤
178
◎
寂
「
た
と
ひ
と
」
は
、
稿
者
が
確
認
し
得
た
範
囲
内
で
は
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
「
ひ
（
飛
）
」
は
「
る
（
累
）
」
の
誤
読
＝

誤
写
か
ら
派
生
し
た
異
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
一
旦
、
こ
の
異
同
を
誤
写
と
い
う
観
点
を
排
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
「
こ

と
さ
ら
に
た
ど
る
と
見
れ
ば
」
の
「
た
ど
る
」
は
「
判
断
に
苦
し
む
・
思
い
迷
う
」
の
意
で
、
「
わ
ざ
と
判
断
に
迷
う
＝
分
か
ら
な
い
ふ
り

を
す
る
と
見
た
の
で
」
と
い
っ
た
惟
光
の
理
解
を
示
す
。
「
た
と
ひ
」
は
、
⑴
「
譬
ひ
・
喩
ひ
」
で
、
「
も
の
ご
と
を
他
の
も
の
に
な
ぞ
ら

え
る
・
た
と
え
る
こ
と
」
を
示
す
名
詞
、
⑵
「
仮
令
・
縦
」
で
「
も
し
」
「
か
り
に
・
よ
し
や
」
と
い
っ
た
意
の
副
詞
（
下
に
「
ば
」
や

「
ど
も
・
と
も
」
を
伴
う
こ
と
が
多
い
）
の
ど
ち
ら
か
と
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
『
源
氏
物
語
』
中
に
用
例

）
25
（

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
語
で
あ
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る
。
⑴
で
は
「
南
殿
の
お
に
の
な
に
が
し
の
お
と
ゞ
お
び
や
か
し
け
る
た
と
ひ
お
ぼ
し
い
で
ゝ
」
（
夕
顔
）
、
「
身
づ
か
ら
こ
そ
か
ず
に
も
侍

ら
ね
ど
た
え
ぬ
た
と
ひ
も
侍
る
な
る
は
」
（
藤
袴
）
と
い
っ
た
例
で
、
い
ず
れ
も
「
聞
い
た
話
＝
類
例
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
⑴
の
原
意
に
近
い
意
味
で
捉
え
る
と
、
「
わ
ざ
と
五
月
雨
雲
の
空
の
下
で
聴
く
曖
昧
な
郭
公
の
声
に
喩
え
て
い
る
」
＝
「
所
在
が
は
っ

き
り
と
し
な
い
＝
ど
こ
の
ど
な
た
ゞ
か
分
か
ら
な
い
振
り
を
す
る
」
と
惟
光
は
理
解
し
た
の
で
、
と
い
っ
た
行
文
と
解
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
「
こ
と
さ
ら
に
」
は
「
こ
と
さ
ら
な
る
」
と
あ
る
方
が
自
然
＝
安
定
的
で
あ
る
（
こ
の
ま
ゝ
で
は
、
下
に
「
あ
り

け
る
（
を
）
」
と
い
っ
た
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
形
に
な
る
）
。
⑵
の
場
合
は
、
「
か
ゝ
る
お
い
法
し
の
身
に
は
た
と
ひ
う
れ
へ
侍
り
と
も
」

（
薄
雲
）
、
「
た
と
ひ
あ
ら
む
に
て
も
」
（
薄
雲
）
、
「
た
と
ひ
ま
こ
と
に
人
な
り
と
も
」
（
手
習
）
と
、
現
代
語
の
「
た
と
え
～
で
あ
っ
て
も
」

と
同
様
の
用
法
で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
「
と
り
わ
け
て
も
し
（
た
と
え
）
」
＝
「
本
当
に
源
氏
で
あ
っ
た
と
し
て
も
（
い
ま
さ
ら
ど
う
し
よ

う
も
な
い
）
」
と
い
っ
た
意
味
と
取
れ
る
が
、
こ
れ
も
下
に
大
幅
に
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
こ
の
場
合

「
こ
と
さ
ら
に
た
と
ひ
」
ま
で
が
中
川
の
女
の
言
葉
と
な
る
の
で
、
「
と
み
れ
ば
」
と
は
整
合
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
行
文
で
「
た
と

ひ
」
な
る
異
文
が
成
立
す
る
の
は
⑴
の
場
合
の
み
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
惟
光
が
忖
度
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
に
し
て

も
、
「
た
ど
る
」
の
方
が
直
裁
に
中
川
の
女
の
空
と
ぼ
け
て
い
る
様
子
＝
態
度
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
女
性
像
に
ふ
さ
わ
し
い
。
本
巻
で
彼

女
が
担
わ
さ
れ
て
い
る
役
割
か
ら
し
て
も
、
「
こ
と
さ
ら
に
」
の
表
現
は
秀
逸
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
る
の
は
曖
昧
さ
の
な
い
「
た
ど
る
」

＝
曖
昧
な
態
度
を
表
す
の
で
あ
る
が
、
わ
ざ
と
で
あ
る
こ
と
が
相
手
に
も
伝
わ
る
態
の
逡
巡
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
ま
こ
と
に
「
ろ
う

た
げ
」
の
な
さ
が
滲
み
出
る
よ
う
な
表
現
で
あ
る
）
。

　

⑥
184
◎
「
人
し
れ
ぬ
」
の
独
自
異
文
「
人
し
れ
す
」
は
さ
し
て
違
い
は
な
い
も
の
ゝ
、
「
人
し
れ
ぬ
」
は
直
接
「
心
」
に
掛
か
り
、
「
人

し
れ
ず
」
は
「
思
ひ
け
り
」
に
掛
か
る
こ
と
に
な
る
。
文
章
効
果
＝
構
文
上
の
問
題
で
あ
り
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
総
体
的
な
意
味
に
大

き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
は
「
花
散
里
」
冒
頭
の
一
文
「
ひ
と
し
れ
ぬ
御
こ
ゝ
ろ
づ
か
ら
の
物
お
も
は
し
さ
は
」
を
受
け
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て
お
り
、
表
現
的
に
は
「
人
し
れ
ぬ
（
心
）
」
と
い
う
形
を
動
か
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
独
自
異
文
が
「
花
散
里
」
の
文
脈
の
中
で

成
立
す
る
余
地
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
ゞ
し
、「
ぬ
」
を
「
す
（
寸
）
」
と
誤
読
＝
誤
写
す
る
こ
と
も
難
し
そ
う
で
あ
り
、
行
文
を
た
ど
っ

て
な
ん
ら
か
の
別
の
理
由
を
捜
す
ほ
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
本
切
は
こ
ゝ
で
切
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
推
論
は
、

切
り
取
ら
れ
た
ツ
レ
の
発
見
を
俟
つ
し
か
な
い
。

　

以
上
の
異
同
は
意
味
的
に
は
通
用
す
る
範
囲
の
も
の
で
あ
り
、
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
た
異
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
排
除
＝
淘
汰
さ
れ
る

種
類
の
も
の
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
独
立
し
た
異
文
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
性
質
の
異
同
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
異
同
を
勘
案
す
れ
ば
、
本
切
は
陽
明
文
庫
蔵
本
・
御
物
本
に
近
親
す
る
も
の
ゝ
書
承
関
係
を
想
定
で
き
る
よ
う
な
寄

り
添
う
べ
き
相
手
を
見
出
し
に
く
い
本
文
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
伝
寂
蓮
切
は
や
は
り
、
「
花
散
里
」
巻
の
古
本
系
別
本
（
従
来
、
池

田
亀
鑑
氏
の
用
法
を
受
け
て
「
古
伝
本
系
」
と
呼
称
さ
れ
る
が
、
伝
本
分
類
上
の
用
語
と
し
て
は
馴
染
み
に
く
ゝ
、
「
古
本
系
」
と
呼
称
し

て
お
き
た
い
）
に
属
す
る
新
た
な
一
伝
本
の
断
簡
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
本
切
の
異
同
中
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
②

167
◎
「
け
は
ひ
と
ん
（
し
て
）
」
で
あ
る
。
抑
も
、
イ
音
便
や
ウ
音
便
が
日

常
語
＝
会
話
か
ら
発
達
し
た
の
に
対
し
て
、
撥
音
や
促
音
は
中
国
語
＝
漢
語
を
字
音
的
に
摂
取
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
本

来
的
な
漢
字
音
か
ら
離
れ
て
自
由
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
考
え
に
く
ゝ
、
「
供
・
共
」
の
字
音
は
「
キ
ョ
ウ
」
な
の
で
、
撥
音
の
対
象
と
し

て
は
不
適
切
に
思
え
る
。
接
尾
語
「
ど
も
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
撥
音
便
化
さ
れ
た
「
ど
ん
」
の
用
例
と
し
て
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
大
島
本

の
「
薄
雲
」
に
「
御
い
の
り
と
ん
」
（
大
成
六
二
〇
7
／
別
本
集
成192156
）
と
見
え
る
が
、「
ん
」
に
は
ミ
セ
ケ
チ
（
朱
）
と
傍
書
「
も
」

（
朱
）
が
認
め
ら
れ
、「
大
成
」
本
文
と
し
て
は
「
御
い
の
り
と
も
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
接
尾
語
「
ど
も
」
に
限
っ
て
み
て
も
、「
大
成
」

索
引
で
は
「
ど
ん
」
と
あ
る
例
は
確
認
で
き
な
い
）
。
大
島
本
の
根
幹
本
文
（
様
々
な
修
訂
に
よ
り
定
家
本
系
統
化
す
る
以
前
の
本
文
）
が

室
町
期
の
通
行
本
文
に
近
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る

）
26
（

が
、
こ
れ
な
ど
は
そ
う
し
た
室
町
期
の
例
と
し
て
み
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
相
愛
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大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
宿
木
」
残
巻
に
も
「
御
こ
と
ん
の
」
（
御
子
ど
も
の
）
と
い
う
例
（
大
成
一
七
六
八
11
～
12
／
別
本
集
成498222

）

が
認
め
ら
れ
る
が
、
同
残
巻
は
鎌
倉
中
期
書
写
に
か
ゝ
る
も
の
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
撥
音
便
化
は
少
な
く
と
も
そ
の
こ
ろ
ま
で
用
例
が

遡
れ
る
こ
と
に
な
る
（
同
残
巻
は
、
陽
明
文
庫
本
と
極
め
て
親ち

か

し
い
関
係
に
あ
る
古
本
系
別
本
で
あ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
）
。
こ
れ
は
接
尾

語
で
は
な
い
が
、
同
じ
く
大
島
本
（
大
成
三
九
五
2
／
別
本
集
成120020

）
の
「
須
磨
」
に
も
「
す
み
か
な
と
ん
」
と
あ
り
、
こ
れ
も

「
も
」
（
朱
）
が
傍
書
さ
れ
、
大
成
本
文
と
し
て
は
修
訂
後
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る

）
27
（

。
こ
の
ほ
か
に
も
、
穂
久
邇
文
庫
本
「
明
石
」
に

は
「
と
ん
か
ら
」
（
輩
）
な
る
表
現
（
大
成
四
四
三
8
／
別
本
集
成
続130349

）
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
末
期
の
用
例
と
な
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔

503
・
36
〕
伝
二
条
為
定
筆
「
東
屋
」
（
大
成
一
八
四
二
9
／
別
本
集
成505983

）
に
は
「
お
も
へ
と
ん
」
な
る
例
（
接

続
助
詞
「
ど
も
」
の
撥
音
便
化
）
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
も
鎌
倉
後
～
末
期
の
用
例
と
な
る
が
、
同
本
が
別
本
に
分
類
さ
れ
る
伝
本
で
あ
る

点
は
注
意
さ
れ
よ
う
（
国
冬
本
「
賢
木
」
に
は104080

「
な
に
と
ん
な
き
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
も
別
本
の
用
例
で
あ
る
）
。

　

古
筆
切
資
料
ま
で
範
囲
を
拡
げ
て
み
る
と
、
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻
所
載
の
「
伝
西
行
筆
源
氏
物
語
切
（
五
）
」
（
図
版

111
、
徳
川

美
術
館
蔵
『
霜
の
ふ
り
葉
』
所
収

）
28
（

）
に
用
例
が
見
い
だ
せ
る
。
当
該
切
は
「
匂
宮
」
（
大
成
一
四
三
七
1
～
5
／
別
本
集
成421004

～

45

）
に
あ
た
り
、
当
該
箇
所
は
切
一
行
目
「
給
へ
き
に
人
と
ん
れ
い
の
よ
の
人
に
は
」
（1005

～07

）
と
あ
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
ゝ
は

大
島
本
・
尾
州
家
河
内
本
・
保
坂
本
（
別
本
集
成
底
本
）
と
も
に
「
人
の
さ
ま
に
な
ん
」
と
あ
り
、
「
人
と
も
」
と
い
っ
た
異
同
は
見
出
せ

な
い
。
同
「
解
説
」
に
は
「
青
表
紙
本
系
統
に
属
す
」
と
さ
れ
る
が
、
「
大
成
」
の
「
青
表
紙
本
」
諸
本
に
も
異
同
は
認
め
ら
れ
ず
、
今
の

と
こ
ろ
孤
立
し
た
異
同
と
み
て
お
く
ほ
か
な
い
よ
う
で
あ
る

）
29
（

。
筆
跡
に
つ
い
て
も
「
藤
原
教
長
〈
一
一
〇
九
―
八
〇
〉
の
真
筆
と
推
定
さ

れ
る
「
伝
飛
鳥
井
雅
経
筆　

今
城
切
古
今
和
歌
集
」
（
本
大
成
第
三
巻
所
収
）
や
一
一
五
〇
年
ご
ろ
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
「
源
氏
物
語
絵

巻
」
「
蓬
生
」
詞
書
（
徳
川
美
術
館
蔵
）
な
ど
の
書
風
に
酷
似
す
る
。
こ
の
切
も
同
時
期
の
書
写
と
認
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
」
と
さ

れ
る
。
個
々
の
文
字
（
特
に
「
は
（
波
）
」
の
書
き
癖
な
ど
）
か
ら
そ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
致
全
体
を
見
る
と
、
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個
々
の
文
字
の
大
き
さ
が
均
等
に
近
く
、
筆
線
の
痩
肥
も
な
く
連
綿
も
短
い
な
ど
、
鎌
倉
後
期
の
書
風
と
い
っ
た
印
象
が
あ
る
こ
と
も
否

め
な
い
。
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
科
学
的
調
査
を
俟
た
な
け
れ
ば
正
確
な
結
論
は
出
な
い

）
30
（

が
、
平
安
末
期
と
も
見
做
さ
れ
る
こ
の
伝
西
行

筆
切
に
も
同
種
の
撥
音
便
と
見
做
せ
る
可
能
性
の
あ
る
用
例
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
た
ゞ
し
本
例
は
、
そ
の
推
定
書
写
年
代
と
関

連
し
て
、
「
も
」
「
ん
」
の
い
ず
れ
の
用
例
で
あ
る
か
は
不
確
定
で
あ
る
）
。
手
元
に
諸
本
校
異
を
含
む
電
子
版
の
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
あ

れ
ば
更
な
る
用
例
が
容
易
に
見
つ
か
る
に
違
い
な
い
が
、
今
は
偶
々
気
づ
き
得
た
数
例
を
上
げ
る
に
と
ゞ
め
て
お
き
た
い
。

　

尾
州
家
河
内
本
の
修
訂
者
が
執
拗
に
「
ん
」
を
「
も
」
へ
と
削
訂
修
正
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

）
31
（

が
、
こ
う
し
た
行
為
か

ら
は
、
平
安
時
代
か
ら
地
続
き
の
書
承
関
係
の
中
で
生
じ
た
こ
の
「
も
（
无
）
」
と
「
ん
（
无
）
」
の
表
記
上
の
問
題
が
表
面
化
し
、
鎌
倉

中
期
頃
に
は
、
こ
の
「
ん
（
无
）
」
と
「
も
」
の
峻
別
が
修
訂
者
の
頭
を
悩
ま
せ
る
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
鎌
倉
期
に
入
り
、

字
音
語
か
ら
流
入
し
た
撥
音
「
ん
」
を
表
記
す
る
代
用
品
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
主
に
「
も
」
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
无
」
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
「
も
」
の
字
母
と
し
て
の
「
无
」
は
衰
退
し
、
「
无
」
は
「
ん
」
を
表
記
す
る
専
用
文
字
と
し
て
定
着
す
る
。

し
か
し
、
物
語
な
ど
の
書
写
は
平
安
時
代
か
ら
地
続
き
で
あ
り
、
古
い
写
本
を
転
写
す
る
際
に
「
も
（
无
）
」
と
あ
っ
た
も
の
を
他
の
字
母

に
変
換
す
る
こ
と
な
く
、
専
用
文
字
化
し
た
「
ん
（
无
）
」
と
誤
読
し
、
そ
の
ま
ゝ
書
き
記
し
た
ゝ
め
に
、
本
来
撥
音
で
な
い
も
の
が
定
着

し
、
恰
も
音
便
化
し
た
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。
そ
の
よ
う
な
例
が
蓄
積
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
音
便
と
し
て
定
着

す
る
＝
す
な
わ
ち
〈
こ
と
ば
〉
の
正
格
を
乱
す
と
い
う
危
惧
の
念
の
よ
う
な
も
の
が
、
尾
州
家
河
内
本
の
修
訂
跡
に
は
見
て
取
れ
る
。
少

な
く
と
も
平
安
期
写
本
と
の
書
承
関
係
か
ら
生
じ
た
本
来
的
で
な
い
撥
音
の
存
在
が
、
尾
州
家
河
内
本
修
訂
者
の
中
で
意
識
化
＝
問
題
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
本
切
の
例
な
ど
も
「
も
」
と
修
訂
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

本
切
の
「
け
は
ひ
と
ん
」
も
こ
う
し
た
一
連
の
変
動
期
の
所
産
と
見
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
接
尾
語
「
ど
も
」
の
撥
音
便

化
は
少
し
く
不
自
然
で
あ
り
、
本
切
（
或
い
は
、
本
切
の
元
に
な
っ
た
写
本
の
親
本
）
の
書
写
年
代
が
鎌
倉
初
期
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
れ
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ば
、
親
本
に
「
と
も
（
无
）
」
と
あ
っ
た
も
の
を
そ
の
よ
う
に
認
識
し
つ
ゝ
、
同
じ
よ
う
に
「
と
も
（
无
）
」
と
書
い
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
な
く
は
な
い
が
、
⑥

182
「
か
き
ね
も
」
は
「
も
（
毛
）
」
を
用
い
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
「
ん
（
无
）
」
と
認
識
し
つ
ゝ
そ
の
ま
ゝ
書
き

写
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
切
の
元
と
な
っ
た
写
本
は
平
安
期
に
書
写
さ
れ
た
伝
本
に
直
接
に
繋
が
る
親
本
を

写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
２
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
十
三
号
手
鑑
」
所
収
伝
寂
蓮
筆
六
半
切
（
源
氏
物
語
・
明
石
）
の
確
認

　

先
述
の
よ
う
に
「
古
筆
学
大
成
」
は
ツ
レ
の
断
簡
を
「
本
文
は
河
内
本
系
統
」
（
解
説
）
と
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た

い
。
先
に
翻
刻
本
文
を
提
示
し
て
お
く
と
、

　
　

ひ
た
て
ま
つ
ら
ん
と
ゝ
よ
み
て
も
ろ
こ
ゑ
に

　
　

神
仏
を
ね
ん
し
た
て
ま
つ
る
て
い
わ
う
の
ふ

　
　

か
き
み
や
に
や
し
な
は
れ
た
て
ま
つ
り
給
て

　
　

い
ろ
〳
〵
の
た
の
し
ひ
に
を
こ
り
給
し
か
と
も
ふ
か

　
　

き
う
つ

く

し
ひ
に
を
や
し
ま
に
あ
ま
ね
く
し

　
　

つ
め
る
と
も
か
ら
を
こ
そ
お
ほ
く
う
か
へ
給
ひ
し

　
　

か
い
ま
な
に
の
む
く
い
に
か
よ
こ
さ
ま
な
る
な
み

　
　

風
に
は
お
ほ
ゝ
れ
給
は
ん
天
地
こ
と
わ
□

〈
虫
損
〉給

へ
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つ
み
な
く
て
つ
み
に
あ
た
り
つ
か
さ
く
ら
ゐ
を
と
ら
れ

　
　

い
ゑ
を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
さ
り
て
あ
け
く
れ
や

と
な
る
。
書
写
内
容
は
「
明
石
」
の
冒
頭
近
く
で
、
吹
き
止
ま
な
い
暴
風
雨
に
遭
遇
し
た
源
氏
一
行
が
神
仏
に
願
を
懸
け
祈
る
場
面
で
あ

る
（
大
成
四
四
三
5
～
10
／
別
本
集
成130327

～130375

）
。
先
の
架
蔵
切
と
同
様
に
異
同
状
況
を
一
覧
す
る
が
、
「
別
本
集
成
」
は
麦

生
本
、
「
別
本
集
成
続
」
は
陽
明
文
庫
本
と
底
本
を
異
に
し
て
お
り
、
こ
ゝ
で
は
当
該
切
の
系
統
判
別
を
明
瞭
化
す
る
た
め
に
大
島
本

（
「
古
」
）
を
底
本
と
し
た

）
32
（

（
東
博
切
は
略
号
「
寂
」
）
。

　

①0329

○ 

と
よ
み
て
（
古
証
麦
阿
尾
御
国
保
高
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
米
徹
）
・
ゝ

（
と
）

よ
み
て
（
寂
陽
池
肖
日
伏
前
研
正
）
―
ナ
シ
（
穂
）
・

よ
み
て
（
天
飯
）

　

①0330

○ 

も
ろ
こ
ゑ
に
（
古
寂
証
陽
阿
尾
池
御
国
肖
日
伏
保
前
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
徹
研
正
）
・
も
ろ
声
に
（
麦
高
）
―
も
ろ
こ

ゑ
に
を
か
み
て
（
穂
）
・
も
ろ
心
に
（
米
）

　

②0331

～ 

32
◎
仏
神
を
（
古
証
麦
阿
尾
陽
池
御
国
肖
日
穂
保
前
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
徹
研
正
）
・
ほ
と
け
か
み
を
（
伏
高
）
・
ほ
と
け

神
を
（
天
）
―
神
仏
を
（
寂
米
）

　

②
～
③0336

〇
ふ
か
き
（
古
証
寂
陽
麦
阿
尾
池
御
国
肖
日
穂
保
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
ふ
か
き
（
前
→
／
＝
深
窓

ニ
ヤ
シ
ナ
ハ
レ
テ
ト
云
長
恨
歌
ノ
詞
也
）
―
ふ
る＝

か

き
（
伏
）

　

③0338

◎ 

や
し
な
は
れ
（
古
証
麦
阿
池
国
肖
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
飯
徹
研
正
）
―
や
し
な
は
れ
た
て
ま
つ
り
（
寂
尾
高
天
）
・
や
し
な

わ
れ
た
て
ま
つ
り
（
御
〔
七
平
大
彦
岩
〕
）
・
や
し
な
は
れ
た
て
ま
つ
り
て
（
米
）
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④0339

○ 

給
て
（
古
寂
証
麦
阿
尾
陽
池
国
肖
保
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
徹
研
正
）
・
た
ま
ひ
て
（
御
日
伏
穂
）
―
ナ
シ
（
米
）

　

④0341

○ 

た
の
し
み
に
（
古
証
陽
麦
阿
尾
池
御
国
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
大
彦
横
〕
飯
米
徹
研
）
・
た
の
し
み＋

に

（
天
）
・
た
の
し
ひ
に

（
寂
肖
正
）
―
ナ＋

た
の
み
しシ

（
岩
→
「
＋
い
ろ
〳
〵
の
た
の
み
し
を
こ
り
給
し
か
と
」
）

　

④0342

〇 
を
こ
り
（
古
寂
尾
陽
池
国
日
伏
穂
高
天
〔
七
平
大
彦
横
〕
飯
）
・
お
こ
り
（
肖
保
前
徹
研
正
）
・
ナ＋

を
こ
りシ

（
岩
）
―
ほ
こ
り
（
証

麦
阿
御
）
・
を
は
り
（
米
）

　

④
～
⑤0343

◎
給
し
か
と
（
古
証
麦
阿
尾
池
御
肖
前
天
〔
七
平
大
岩
〕
米
徹
正
）
・
給
ひ
し
か
と
（
国
保
）
・
た
ま
ひ
し
か
と
（
日
伏
高

飯
研
）
・
た
ま
ひ
に＄

し
か
と
（
彦
）
―
給
し
か
と
も
（
寂
陽
穂
）
・
た
ま
ひ
し
か
と
も
（
横
）

　

⑤0345

◎ 

御
う
つ
く
し
み
（
古
証
麦
阿
池
国
肖
日
伏
保
前
高
飯
徹
研
正
）
―
う
つ±

く

し
ひ
に
（
寂
）
・
う
つ
く
し
み
に
（
御
天
〔
七
平
大

彦
岩
〕
）
・
御
う
つ
く
し
み
に
（
尾
穂
米
）
・
御
う
つ
く
し
み
を
（
陽
横
）

　

⑤0346

◎ 

お
ほ
や
し
ま
に
（
古
証
陽
麦
阿
尾
池
国
肖
日
伏
保
高
〔
横
〕
飯
米
研
正
）
・
大
八
嶋
に
（
徹
）
・
お
ほ
や
し

＝
日
本
ノ
コ
ト
也

ま
に
（
前
）
・
お

ほ

や
＋
し
ま
に

（
天
）
―
を
や
し
ま
に
（
寂
）
・
ほ＝

本

の

ま

ゝ

や
し
ま
い
（
御
）
・
ナ
シ
（
穂
）

　

⑤0347

△ 

あ
ま
ね
く
（
古
寂
証
陽
麦
阿
尾
池
御
国
肖
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
ナ＋

あ
ま
ね
くシ

（
天
）
―
〈
対
照
異

同
ナ
シ
〉

　

⑤
～
⑥0348

○
し
つ
め
る
（
古
寂
証
陽
麦
阿
尾
池
御
国
肖
日
伏
保
前
高
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
ナ＋

し
つ
め
るシ

（
天
）
―
し
つ
め

つ
る
（
穂
）

　

⑥0349

○ 

と
も
か
ら
を
こ
そ
（
古
寂
証
麦
阿
尾
池
御
国
肖
日
伏
保
高
〔
七
平
大
彦
岩
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
と
も
か＄

か

らら
を
こ
そ
（
前
）
・

ナ＋
と
も
か
ら
を
こ
そシ

（
天
）
―
と
も
か
ら
も
こ
そ
（
陽
横
）
・
と
ん
か
ら
を
こ
そ
（
穂
）

　

⑥0351

△ 

う
か
へ
（
古
寂
証
陽
麦
阿
尾
池
御
肖
日
伏
穂
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
う
か
め
（
国
保
）
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⑥
～
⑦0352

○
給
し
か
（
古
証
陽
麦
阿
尾
池
国
肖
保
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
正
）
・
給
ひ
し
か
（
寂
）
・
た
ま
ひ
し
か
（
御

日
穂
研
）
―
た
ま
へ
し
か
（
伏
）

　

⑦0353
〇
い
ま
（
古
寂
証
尾
陽
池
御
国
肖
日
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
研
正
）
・
今
（
麦
阿
徹
）
―
い
ま
に
（
穂
）

　

⑦0355

○ 
む
く
ひ
に
か
（
古
証
陽
尾
池
国
御
肖
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
・
む
く
い
に
か
（
寂
）
・
む
く
ゐ
に

か
（
天
）
―
む
く
ひ
に
（
麦
阿
）

　

⑦0356

◎
こ
ゝ
ら
（
古
証
陽
池
国
肖
日
伏
保
前
飯
米
徹
研
正
）
―
ナ
シ
（
寂
尾
御
穂
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
）
・
か
く
（
麦
阿
）

　

⑦
～
⑧0358

○
浪
風
に
は
（
古
麦
阿
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
）
・
波
風
に
は
（
証
）
・
な
み
風
に
は
（
寂
陽
尾
池
国
肖
穂
保
天
正
）
・
浪
か
せ

に
は
（
前
高
）
・
な
み
か
せ
に
は
（
御
日
伏
）
―
浪
風
に
（
研
）

　

⑧0359

〇 

お
ほ
ゝ
れ
（
古
寂
証
陽
麦
国
肖
日
保
前
高
天
尾
〔
七
平
大
岩
横
〕
研
正
）
・
を
ほ
ゝ
れ
（
飯
）
・
お
ほ
」
ほ
れ
（
徹
）
・
お
ほ

れ＋
ほ

（
彦
）
―
お
ほ
れ
（
米
）
・
お
ほ
は
れ
（
御
）
・
お
ほ
さ
れ
（
穂
）
・
お
ほ
ら
れ
（
阿
七
）

　

⑧0360

〇 

給
は
む
（
古
証
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
徹
）
・
た
ま
わ
む
（
御
）
・
た
ま
は
む
（
伏
研
）
・
た
ま
は
ん
（
穂
米
）
・
給
は
ん
（
寂
麦

阿
尾
陽
国
肖
日
保
高
天
飯
正
）
・
給
は
ん
と＄

（
前
）
―
給
は
む
と
（
池
）

　

⑧0361

△ 

天
地
（
古
寂
証
麦
阿
陽
国
穂
保
七
平
彦
〔
横
〕
飯
米
徹
研
）
・
天
ち
（
尾
池
日
高
）
・
て
ん
地
（
御
肖
天
正
）
・
て
ん
ち
（
伏

大
岩
）
―
天＝

ア
メ
ツ
チ地

（
前
）

　

⑧0362

△ 

こ
と
は
り
（
古
証
陽
麦
阿
尾
池
御
国
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
こ
と
わ
□

〈
虫
損
〉（
寂
）

　

⑨0364

～
65
〇
つ
み
な
く
て
（
古
寂
証
麦
阿
尾
陽
池
国
御
肖
日
伏
保
前
高
天
〔
七
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
た
ち
ま
ち
に
（
穂
）・

つ
み
（
平
→
※
「
な
く
て
」
以
下
、0522

「
か
く
や
」
ま
で
落
丁
、
以
下
「
ナ
シ
（
平
）
」
は
省
略
）

　

⑨0367

〇
あ
た
り
（
古
寂
証
尾
陽
麦
阿
池
国
御
肖
日
伏
保
前
高
天
〔
七
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
あ
た
り
て
（
穂
）
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⑨0368

～
69
〇
つ
か
さ
位
を
（
古
麦
阿
前
〔
七
大
彦
岩
横
〕
）
・
つ
か
さ
く
ら
ゐ
を
（
寂
尾
陽
池
国
御
肖
日
穂
保
高
天
飯
米
徹
研
正
）
・

つ
か
さ
く
ら
ひ
を
（
伏
）
・
官
く
ら
ゐ
を
（
証
）
―
官
さ
く
を
（
穂
）

　

⑨0370
○
と
ら
れ
（
古
寂
証
麦
阿
尾
池
国
御
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
大
彦
岩
横
〕
飯
米
徹
研
正
）
―
さ＄

＄

＄

＄

＄

＄

＄

り
て
あ
け
く
れ
（
陽
）

　

⑩0371

～
73
〇
家
を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
（
古
〔
七
大
彦
岩
横
〕
米
徹
）
・
い
ゑ
を
は
な
れ
さ
か
ゐ
を
（
尾
陽
池
御
肖
日
伏
飯
研
）
・
い
ゑ

を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
（
寂
国
保
天
）
・
い
へ
を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
（
高
正
）
・
家〈

合
点
〉

を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
（
前
）
・
家
を
は
な
れ

さ
か
い
を
（
証
）
―
家
を
（
麦
阿
）
・
宮
を
は
な
れ
さ
か
ひ
を
（
穂
）

　
「
明
石
」
に
つ
い
て
は
「
大
成
」
も
「
別
本
」
の
項
目
を
立
て
ず
、
「
別
本
集
成
」
底
本
の
麦
生
本
や
対
校
本
の
阿
里
莫
本
も
「
青
表
紙

本
）
33
（

」
に
分
類
さ
れ
る
伝
本
で
あ
り
、
別
本
に
分
類
さ
れ
る
伝
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
（
古
筆
切
で
は
、
伝
顕
昭
筆
六
半
切
二
葉
と
伝
西

行
筆
四
半
切
三
葉
が
知
ら
れ
る

）
34
（

）
。

　

表
中
、
◎
六
例
の
内
、
③0338

◎
「
や
し
な
は
れ
た
て
ま
つ
り
（
定
家
本
「
や
し
な
は
れ
」
）
」
・
⑤0345

◎
「
う
つ＋

く

し
ひ
に
〔
う
つ

く
し
み
に
〕
（
定
家
本
「
御
う
つ
く
し
み
」
）
」
・
⑦0356
◎
「
ナ
シ
（
定
家
本
「
こ
ゝ
ら
」
）
」
の
三
例
は
、
少
し
の
例
外
は
含
む
も
の
ゝ
河

内
本
系
統
に
特
徴
的
な
本
文
と
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
○
を
付
し
た
異
同
で
も
「
寂
」
は
す
べ
て
河
内
本
系
統
の
諸
本
（
尾
御
高
天
七

平
大
彦
岩
）
と
同
居
す
る
の
で
、
東
博
切
を
河
内
本
系
統
と
見
做
す
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
た
ゞ
し
、
他
の
三
例
の
内
、
⑤0346

◎
「
を

や
し
ま
に
」
（
諸
本
「
お
ほ
や
し
ま
に
」
）
は
お
そ
ら
く
脱
字
で
は
あ
ろ
う
が
独
自
異
文
と
な
っ
て
お
り
、
②0331

～
32
◎
「
神
仏
を
」

（
諸
本
「
仏
神
を
」
）
は
米
議
会
本
と
一
致
す
る
の
み
、
④
～
⑤0343

◎
「
給
し
か
と
も
」
（
諸
本
「
給
し
か
と
」
）
も
、
「
も
」
の
一
字
と

は
い
え
陽
明
文
庫
本
・
穂
久
邇
文
庫
と
東
博
切
の
み
が
諸
本
と
対
立
す
る
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
異
が
な
け
れ
ば
、
東
博

切
は
河
内
本
系
統
と
完
全
に
一
致
し
、
そ
の
書
写
年
代
も
河
内
本
の
成
立
し
た
鎌
倉
中
期
以
降
と
考
え
て
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
小
異
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を
過
大
評
価
し
て
、
本
切
を
河
内
本
成
立
以
前
の
、
河
内
本
校
訂
に
利
用
さ
れ
た
古
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
伝
本
の
断
簡
と
す
る
こ
と
も

で
き
よ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は
河
内
本
と
の
一
致
が
目
に
立
ち
す
ぎ
る
。
抑
も
、
校
訂
本
文
で
あ
る
河
内
本
の
元
に
な
っ
た
伝
本
と
い
っ

た
推
定
に
は
無
理
が
あ
り
（
河
内
本
は
本
文
の
取
捨
選
択
を
中
心
と
し
た
校
訂
本
文
と
い
う
よ
り
は
、
複
合
本
文
的
傾
向
が
強
く
、
そ
う

い
っ
た
本
文
の
元
に
な
っ
た
本
文
＝
河
内
本
作
成
時
の
底
本
や
校
合
本
は
、
現
存
す
る
河
内
本
と
イ
コ
ー
ル
の
関
係
で
結
ば
れ
る
こ
と
は

却
っ
て
少
な
い
は
ず
で
あ
る

）
35
（

）
、
東
博
切
は
や
は
り
河
内
本
系
統
の
一
伝
本
の
断
簡
と
し
、
河
内
本
の
成
立
に
期
を
接
し
た
鎌
倉
中
期
頃
の

い
ち
早
い
書
写
本
と
見
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
「
花
散
里
」
と
「
明
石
」
で
は
本
文
系
統
が
明
ら
か
に
違
っ
て
お
り
、
成
立
後
間
も
な
い
河
内
本
の
影
響
を
受
け
た
巻
を
持
ち
な
が
ら
、

一
方
で
ま
っ
た
く
違
う
系
統
の
写
本
も
交
え
て
い
る
と
い
う
状
況
か
ら
は
、
伝
寂
蓮
切
の
元
と
な
っ
た
『
源
氏
物
語
』
が
五
十
四
帖
を
一

纏
め
に
し
て
伝
来
し
た
も
の
を
書
写
し
た
の
で
は
な
く
、
偶
々
入
手
し
得
た
巻
々
を
書
き
写
し
な
が
ら
徐
々
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

可
能
性
も
浮
か
び
上
が
る
が
、
手
元
の
五
十
四
帖
中
に
生
じ
て
い
た
欠
巻
を
間
近
に
成
立
し
た
河
内
本
で
補
っ
た
と
考
え
る
方
が
現
実
的

で
あ
ろ
う
（
筆
者
を
同
じ
く
す
る
、
そ
れ
〴
〵
に
独
立
し
た
五
十
四
帖
が
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
か
な
り
縦
長
の
六
半
形
冊
子
本

と
い
う
特
殊
な
形
状
か
ら
は
、
や
は
り
同
一
の
五
十
四
帖
に
属
す
る
も
の
と
考
え
た
方
が
わ
か
り
易
い
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
鎌
倉
中
期

ま
で
遡
る
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
貴
重
で
あ
り
、
殊
に
「
花
散
里
」
切
は
新
た
な
古
本
系
別
本
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
両
者
は

「
花
散
里
」
と
「
明
石
」
と
い
う
近
接
す
る
巻
で
あ
る
が
、
同
一
筆
跡
の
別
の
巻
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
全
巻
一
筆
の
『
源
氏
物
語
』

五
十
四
帖
が
完
備
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
各
人
が
巻
を
分
け
て
担
当
し
た
分
筆
＝
寄
合
書
き
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
の
場

合
で
も
、
両
切
か
ら
推
測
さ
れ
る
特
殊
な
判
型
が
捜
索
の
手
懸
か
り
と
な
る
）
。
更
な
る
ツ
レ
の
発
見
を
期
し
た
い
。
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〈
注
〉

（
1
） 
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻
「
物
語　

物
語
注
釈
一
」
（
講
談
社
、
平
成
四1992

年
六
月
）
。

（
2
） 
小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
十
九
巻
「
私
家
集　

三
」
（
講
談
社
、平
成
四1992

年
六
月
）
所
収
の
「
伝
西
行
筆
林
葉
和
歌
集
切
」
図

312
～

316
「
解

題
」
参
照
。

（
3
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
三
巻
「
葵
～
須
磨
」
（
桜
楓
社
、
平
成
二1990

年
十
月
）
、
同
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』

第
三
巻
「
葵
～
須
磨
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
八2006

年
九
月
）
に
依
る
。

（
4
） 

池
田
龜
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
二
冊
・
校
異
篇
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
九1984

年
十
一
月
普
及
版
初
版
）
に
依
る
。

（
5
） 

同
箇
所
に
関
し
て
は
、
三
谷
邦
明
「
花
散
里
の
方
法

│
伊
勢
物
語
六
十
段
の
扱
い
方
を
中
心
に

│
」
（
『
中
古
文
学
』
第
15
号
、
昭
和
五
十1975

年
五
月
）
、
西
木
忠
一
「
花
散
里
巻
私
論
」
（
『
樟
蔭
国
文
学
』
第
29
号
、
平
成
四1992

年
三
月
）
、
德
岡
涼
「
花
散
里
巻
の
中
川
女
宿
の
垣
根
よ
り
」

（
『
国
文
研
究
』
第
51
号
、
平
成
十
八2006

年
三
月
）
、
鈴
木
日
出
男
「
花
散
里
の
歌
」
（
『
成
蹊
國
文
』
第
45
号
、
平
成
二
十
四2012

年
三
月
）
な

ど
の
興
味
深
い
論
考
の
蓄
積
が
あ
る
。

（
6
） 

前
田
家
育
德
會
尊
経
閣
文
庫
編
『
青
表
紙
本
原
本　

源
氏
物
語　

花
ち
る
さ
と
／
か
し
は
木　

二
帖
』
（
原
装
影
印
古
典
籍
覆
製
叢
刊
、
雄
松
堂
書
店
、
昭

和
五
十
三1978

年
十
一
月
）
に
依
る
。

（
7
） 

加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』
（
風
間
書
房
、
平
成
十
三2001

年
二
月
）
。

（
8
） 

東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
第
一
巻
『
源
氏
物
語
（
明
融
本
）
Ⅰ
』
（
東
海
大
学
出
版
会
、
平
成
二1990

年
六
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。
「
大

成
」
の
略
号
「
明
」
（
天
理
図
書
館
蔵
伝
二
条
為
明
筆
本
）
は
「
別
本
集
成
続
」
の
「
為
」
に
し
た
が
い
、
本
稿
で
は
明
融
本
を
「
明
」
と
す
る
。

（
9
） 「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（h

ttps://sh
oryobu

.ku
n

aich
o.go.jp/

）
。
略
号
は
、
大
阪
大
学
文

学
部
加
藤
洋
介
研
究
室
編
「
源
氏
物
語
校
異
集
成
（
稿
）
」
（
以
下
、
「
校
異
集
成
稿
」
と
略
記
→h

ttps://w
w

w
2.kan

sai-u
.ac.jp/ok_m

atsu
/

in
dex.h

tm
ll

）
の
「
証
」
に
し
た
が
う
。

（
10
） 

池
田
和
臣
編
『
飯
島
本
源
氏
物
語
』
第
二
巻
（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
一2009

年
一
月
）
に
依
る
。
「
解
説
」
に
は
「
飯
島
本
花
散
里
巻
は
ほ
ぼ
河
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内
本
と
一
致
し
て
い
る
」
と
あ
る
。

（
11
） 
国
立
国
語
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
る
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
」
に
依
る
（h

ttps://m
m

srv.n
in

jal.ac.jp/

L
C

gen
ji/

）
。
菅
原
郁
子
『
源
氏
物
語
の
伝
来
と
享
受
の
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
八2016

年
二
月
）
第
二
篇
「
室
町
期
に
お
け
る
『
源
氏

物
語
』
本
文
の
伝
来
と
享
受
」
第
五
章
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
本
文

│
麗
子
本
対
校
五
辻
諸
仲
筆
本
の
出
現

│
」
参
照
。

（
12
） 

上
記
二
本
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（h

ttps://koku
sh

o.n
ijl.ac.jp/

）
。
両
本
に
つ
い
て
は
、

菅
原
郁
子
前
掲
書
（
注
11
）
第
二
篇
第
一
章
「
伝
正
徹
筆
『
源
氏
物
語
』
の
伝
来
と
奥
書
」
・
第
二
章
「
正
徹
本
の
本
文

│
国
文
研
本
・
京
都
女
子

大
本
・
慶
應
大
本
・
書
陵
部
本
を
中
心
に
」
参
照
。
書
陵
部
本
は
「
校
異
集
成
稿
」
の
略
号
「
徹
」
に
し
た
が
い
、
国
文
研
本
は
「
研
」
と
し
た
。

（
13
） 

大
正
大
学
附
属
図
書
館
「
Ｏ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
る
（h

ttps://jm
apps.n

e.jp/tais/in
dex.h

tm
l

）
。

同
本
に
つ
い
て
は
、
上
野
英
子
「
大
正
大
学
蔵
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
」
（
『
源
氏
物
語
研
究
』
第
7
号
〔
翰
林
書
房
、2002

年
四
月
〕
）
参
照

（
「
花
散
里
」
に
つ
い
て
は
「
一
部
に
河
内
本
系
本
文
が
流
入
」
と
あ
る
）
。

（
14
） 

諸
本
の
略
号
と
略
称
は
以
下
の
通
り
（
「
大
成
」
「
河
内
本
集
成
」
略
号
「
宮
」
は
、
「
別
本
集
成
続
」
の
「
高
」
に
し
た
が
っ
た
。
「
尾
」
「
御
」
は

「
河
内
本
集
成
」
「
別
本
集
成
」
に
共
通
す
る
が
、
校
異
本
文
の
掲
出
に
は
「
別
本
集
成
」
を
用
い
た
。

 

　

寂　

伝
寂
蓮
筆
六
半
切
（
架
蔵
）

 

　

定　

定
家
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

 

　

明　

明
融
本
（
東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
）

 

　

証　

書
陵
部
三
条
西
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

 

　

飯　

飯
島
本
（
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
）

 

　

米　

米
議
会
本
（
米
国
議
会
図
書
館
蔵
）

 

　

徹　

書
陵
部
正
徹
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

 

　

研　

国
文
研
正
徹
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
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正　

大
正
大
学
本
（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
）

 
　

〔
以
下
、
「
別
本
集
成
」
に
依
る
〕

 

　

古　

大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）

 

　

陽　

陽
明
文
庫
本
（
陽
明
文
庫
蔵
）

 

　

御　

御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

 

　

麦　

麦
生
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

阿　

阿
里
莫
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

尾　

尾
州
家
河
内
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）

 

　

〔
以
下
、
「
別
本
集
成
続
」
に
依
る
〕

 

　

国　

国
冬
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

肖　

肖
柏
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

為　

伝
為
明
筆
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

鶴　

鶴
見
大
学
本
（
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
）

 

　

日　

日
大
三
条
西
本
（
日
本
大
学
蔵
）

 

　

伏　

伏
見
天
皇
本
（
古
典
文
庫
）

 

　

穂　

穂
久
邇
文
庫
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
）

 

　

保　

保
坂
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

 

　

前　

前
田
家
言
経
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

 

　

高　

高
松
宮
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

 

　

天　

天
理
河
内
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
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〔
以
下
、
「
河
内
本
集
成
」
に
依
る
〕

 
　

七　

七
毫
源
氏
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

 

　

平　

平
瀬
本
（
文
化
庁
蔵
）

 

　

大　

大
島
河
内
本
（
中
京
大
学
図
書
館
蔵
）

 

　

鳳　

鳳
来
寺
本
（
愛
知
県
新
城
市
鳳
来
寺
蔵
）

 

　

兼　

一
条
兼
良
奥
書
本
（
天
理
図
書
館
蔵
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

 

　

岩　

岩
国
吉
川
家
本
（
吉
川
史
料
館
蔵
）

 

　

〔
以
下
、
「
大
成
」
に
依
る
〕

 

　

横　

横
山
本
（
横
山
敬
次
郎
氏
蔵
→
所
在
不
明
）

（
15
） 

使
用
す
る
校
異
符
号
は
以
下
の
通
り
（
合
点
〔
＼
〕
に
つ
い
て
は
「
別
本
集
成
」
に
倣
い
「
＝
」
を
付
さ
な
い
。

 

＝
（
傍
書
）　

＋
（
補
入
・
記
号
あ
り
）　

±
（
補
入
・
記
号
な
し
）　

＄
（
ミ
セ
ケ
チ
）　

&
（
な
ぞ
り
）　

△
（
不
明
）　

」
（
改
行
）

（
16
） 

岡
嶌
偉
久
子
『
源
氏
物
語
写
本
の
書
誌
学
的
研
究
』
（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
二2010

年
四
月
）
第
二
章
「
麦
生
本
源
氏
物
語
」
第
二
節
「
麦
生
本

と
阿
里
莫
本
」
参
照
。

（
17
） 

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
本
「
花
散
里
」
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
お
り
、
『
中
京
大
学
文
学
会
論
叢
』
第
10
号
（
令
和
六2024

年
三
月
刊
行
予
定
）

に
掲
載
予
定
。

（
18
） 

久
曽
神
昇
編
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
十
二2000
年
十
二
月
）
は
第
五
七
図
「
伝
後
伏
見
天
皇
宸
翰
源
氏
物
語
（
甲
）
」
を
〈
異

系
統
本
〉
と
す
る
が
、
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料
』
第
六
集
〔
和
泉
書
院
、

平
成
十
六2004

年
五
月
〕
→
以
下
、
「
古
筆
切
集
成
稿
」
と
略
記
）
が
〔
源
氏
物
語
梗
概
本
類
古
筆
切
一
覧
稿
〕
に
〈
本
文
簡
略
化
型
〉
と
し
て
分

類
す
る
よ
う
に
梗
概
本
で
あ
る
。
中
葉
芳
子
「
鎌
倉
期
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
梗
概
化
の
方
法

│
古
筆
切
を
手
が
か
り
に

│
」
（
『
國
文
学
』

95
号
、
平
成
二
十
三2011

年
二
月
）
参
照
。
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（
19
） 

本
稿
で
は
、
「
青
表
紙
本
」
「
青
表
紙
本
系
統
」
と
い
っ
た
呼
称
は
引
用
文
を
除
い
て
用
い
ず
、
「
定
家
本
」
「
定
家
本
系
統
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る

（
「
定
家
本
」
は
定
家
自
筆
本
・
定
家
監
督
本
を
指
す
）
。
「
河
内
本
系
統
」
に
対
す
る
「
非
河
内
本
系
統
」
の
内
の
一
系
統
と
い
う
認
識
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
「
別
本
」
と
い
う
分
類
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
紛
ら
わ
し
さ
を
避
け
る
た
め
に
「
非
河
内
本
系
統
」
・
「
非
定
家
本
系
統
」
の
諸

本
を
「
別
本
」
と
呼
称
し
、
こ
れ
と
区
別
し
て
お
く
（
研
究
の
進
捗
に
よ
り
、
い
ず
れ
は
定
家
本
系
統
を
含
め
て
「
～
～
系
別
本
」
と
い
う
よ
う
に

別
本
内
で
の
系
統
分
類
〔
古
本
系
・
非
古
本
系
・
定
家
本
系
等
〕
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
の
臨
時
的
措
置
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
新
美
哲
彦
『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』
（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十2008

年
九
月
）
第
一
部
「
『
源
氏
物
語
』
本
文
系
統
の
再
構
築
」
第
一
章

「
揺
ら
ぐ
「
青
表
紙
本
／
青
表
紙
本
系
」
」
に
冷
静
な
提
言
が
あ
る
。

（
20
） 

各
所
蔵
機
関
所
収
の
資
料
の
調
査
範
囲
は
、
成
稿
時
点
（
令
和
五2023

年
九
月
末
日
現
在
）
に
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
始
め
と
し
て
各
所
蔵
諸

機
関
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
画
像
を
公
開
す
る
も
の
に
限
っ
た
の
で
、
閲
覧
許
可
申
請
の
必
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
な
い
。
校
合
本
に
掲

げ
た
伝
本
（
注
〔
14
〕
参
照
）
を
除
き
、
利
用
諸
機
関
に
つ
い
て
の
一
々
の
注
記
は
、
煩
を
避
け
て
省
略
し
た
。

（
21
） 

岡
嶌
偉
久
子
「
源
氏
物
語
肖
柏
本

│
そ
の
書
誌
的
概
要
と
考
察

│
」
（
『
藝
文
研
究
』

Vol. 

113
・
№
1
「
田
坂
憲
二
教
授
退
任
記
念
論
文
集
」
、
平
成

二
十
九2017

年
十
二
月
）
に
依
る
。

（
22
） 

肖
柏
本
は
「
巻
ご
と
に
本
文
の
性
格
を
異
に
」
す
る
が
、
多
く
の
巻
（
吉
岡
氏
が
対
象
と
さ
れ
た
「
八
帖
中
五
帖
」
）
で｢

河
内
本
と
接
触
し
た
こ
と

が
ほ
ぼ
確
実
な｣

「
校
訂
本
文
的
性
格
」
を
有
す
る
伝
本
と
さ
れ
る
（
吉
岡
曠
『
源
氏
物
語
の
本
文
批
判
』
〔
笠
間
叢
書

274
、
笠
間
書
院
、
平
成

六1994

年
六
月
〕
第
四
章
「
青
表
紙
本
諸
本
の
性
格
」
二
「
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
」
参
照
）
。

（
23
） 

天
理
圖
書
館
編
輯
・
天
理
圖
書
館
叢
書
第
二
十
五
輯
『
天
理
圖
書
館
稀
書
目
録　

和
漢
書
之
部　

第
三
』
（
天
理
大
學
出
版
部
、
昭
和
三
十
五1960

年
十

月
）
二
三
四
五
「
源
氏
物
語
花
散
里
卷　

寫　

一
冊
」
に
依
る
。

（
24
） 「
か
た
ら
ふ
」
型
に
は
、
日
大
三
条
西
家
本
・
書
陵
部
三
条
西
家
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵
（
56
・
赤
・

203
）
本
・

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
本
〔
第
七
門
・
ケ
・
4
〕
・
同
平
松
家
本
〔
第
七
門
・
ケ
・
5
〕
・
同
中
院
文
庫
蔵
〔
中
院
・
Ⅴ
・
20
〕
本
・
早
稲

田
大
学
図
書
館
蔵
〔
ヘ
02
・04867

・0051

〕
実
枝
筆
本
な
ど
の
三
条
西
家
本
系
統
の
諸
本
が
認
め
ら
れ
る
。
「
三
条
西
家
の
家
本
と
し
て
後
世
に
大
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き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
三
条
西
家
本
が
実
質
的
に
は
肖
柏
所
持
本
で
あ
っ
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
前
掲
書
〔
注
（
22
）
〕
第
四
章
三
「
三

条
西
家
本
の
書
写
過
程
と
性
格
」
）
、
当
然
そ
の
「
校
訂
本
文
的
性
格
」
も
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
に
な
る
（
こ
ゝ
に
い
う
三
条
西
家
本
は
、
日
大
三

条
西
家
本
を
指
し
、
肖
柏
所
持
本
は
現
存
の
天
理
図
書
館
蔵
肖
柏
本
と
は
必
ず
し
も
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
）
。
「
そ
れ
な
が
ら
」
型
を
含
め
て
、
伊
藤

鉄
也
「
別
本
に
つ
い
て
」
（
鈴
木
一
雄
監
修
、
秋
山
虔
・
室
伏
信
助
編
集
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
㉙
花
散
里
』
〔
国
文
学
「
解
釈
と
鑑
賞
」

別
冊
、
至
文
堂
、
平
成
十
五2003

年
六
月
〕
所
収
）
に
考
察
が
あ
る
。
な
お
、
三
条
西
家
本
の
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
上
野
英
子
『
源
氏
物
語

三
条
西
家
本
の
世
界

│
室
町
時
代
享
受
史
の
一
様
相
』
（
武
蔵
野
書
院
、
令
和
元2019

年
十
月
）
に
詳
し
い
。

（
25
） 

池
田
亀
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
八
冊
・
索
引
篇
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十1985

年
五
一
月
普
及
版
初
版
）
に
依
る
。

（
26
） 

新
美
哲
彦
「
大
島
本
『
源
氏
物
語
』
と
東
海
大
学
蔵
伝
明
融
筆
『
源
氏
物
語
』
の
比
較
か
ら
見
え
る
も
の
」
（
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
源
氏
物
語    

本
文
研
究
の
可
能
性
』
〔
和
泉
書
院
、
令
和
二2020

年
三
月
〕
所
収
）
参
照
。

（
27
） 

本
用
例
は
、
池
田
龜
鑑
編
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
一
冊
・
校
異
篇
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
九1984

年
十
月
普
及
版
初
版
）
の
「
校
異
源
氏
物
語

凡
例
」
一
七
頁
に
掲
げ
る
。

（
28
） 

前
掲
注
（
1
）
。
「
料
紙
は
鳥
の
子
。
紙
の
寸
法
は
、
た
て
一
八･

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
よ
こ
一
四･

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
別
家
三
代
古
筆
了
仲

〈
一
六
五
七
―
一
七
三
六
〉
の
極
札
」
（
同
解
説
）
を
付
す
。
一
面
十
行
（
一
行
分
程
度
切
取
が
あ
る
か
）
。
こ
れ
も
本
切
と
同
様
に
、
元
は
六
半
形
と

し
て
は
か
な
り
縦
長
の
特
殊
な
判
型
の
冊
子
本
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
徳
川
黎
明
會
叢
書
・
古
筆
手
鑑
篇
二
『
蓬
左
・
霜
の
ふ
り
葉
・

八
雲
』
（
思
文
閣
出
版
、
昭
和
六
十
一1986

年
二
月
）
「
表
三
二　

62　

西
行
法
師　

源
氏
物
語
切
」
参
照
。

（
29
） 「
校
異
集
成
稿
」
に
「
定
家
本
（
青
表
紙
本
）
」
「
別
本
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
諸
本
に
も
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
、1022

「
き
こ
え
う
ち

い
て
な
と
」
（
定
家
本
諸
本
〔
以
下
、
「
定
」
〕
「
き
こ
え
こ
ち
な
と
」
→
別
本
系
〔
以
下
、
「
別
」
〕
「
こ
ち
（
う
ち
）
い
て
な
と
」
）
、1030

「
あ
た
り
を

は
」
（
定
「
わ
た
り
を
は
」
→
別
「
あ
た
り
を
は
」
）
、1042

「
お
も
ほ
す
」
（
諸
本
「
お
ほ
す
」
）
と
い
っ
た
異
同
状
況
か
ら
は
、
こ
の
伝
西
行
筆
切
は

別
本
と
見
做
す
の
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
。
「
解
説
」
に
は
「
定
家
の
青
表
紙
本
成
立
以
前
の
一
伝
本
の
面
目
を
伝
え
る
も
の
」
と
の
文
言
が
刻
ま
れ

る
が
、
こ
れ
は
正
に
別
本
の
謂
い
で
あ
る
。
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（
30
）
前
掲
注
（
1
）
に
「
伝
西
行
筆
源
氏
物
語
切
（
一
）
」
と
分
類
さ
れ
、
鎌
倉
初
期
書
写
と
さ
れ
る
一
群
の
古
筆
切
に
つ
い
て
は
、
炭
素
14
年
代
測
定
法

に
よ
っ
て
「
誤
差
範
囲
の
上
限
が
一
三
〇
〇
年
、
下
限
が
一
四
〇
九
年
」
「
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
」
と
の
測
定
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
池
田

和
臣
『
源
氏
物
語
生
々
流
転　

論
考
と
資
料
』
〔
武
蔵
野
書
院
、
令
和
二2020

年
三
月
〕
Ⅶ
「
『
源
氏
物
語
』
関
係
古
筆
切
資
料
」
23
「
本
文
関
係
の

古
筆
切
資
料
」
二
「
別
本
」
⑨
「
伝
西
行
筆
塙
正
切
（
宿
木
巻
）
」
）
。

（
31
）
岡
嶌
偉
久
子
前
掲
書
（
注
〔
16
〕
）
第
一
篇
「
源
氏
物
語
の
鎌
倉
写
本
」
第
二
章
「
尾
州
家
旧
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
」
第
二
節
「
鎌
倉
期
本
文
の
成
立
」

四
「
本
文
修
正
・
改
訂
―
削
訂
・
補
入
・
見
せ
消
ち
」
二
「
削
訂
修
正
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
32
）
源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
四
巻
「
明
石
～
絵
合
」
（
桜
楓
社
、
平
成
三1991

年
一
月
）
、
同
『
別
本
集
成
続
』
第
四

巻
「
明
石
～
絵
合
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
九2007

年
六
月
）
、
「
河
内
本
集
成
」
、
「
大
成
」
（
注
〔
4
〕
）
に
依
る
。
注
（
14
）
諸
本
中
、
明
融
本

（
明
）
、
鶴
見
大
学
本
（
鶴
）・
伝
為
明
筆
本
（
為
）・
鳳
来
寺
本
（
鳳
）・
伝
一
条
兼
良
奥
書
本
（
兼
）
が
抜
け
、
池
田
本
・
彦
根
本
の
二
本
が
加
わ
る
。

飯
島
本
は
池
田
和
臣
編
『
飯
島
本
源
氏
物
語
』
第
三
巻
（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
一2009

年
二
月
）
に
依
る
（
「
解
説
」
に
は
「
定
家
本
と
見
て
お

く
」
と
あ
る
）
。

 

　

寂　

東
博
切
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
十
三
号
手
鑑
」
所
収
）

 

　

池　

池
田
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

彦　

伝
藤
原
為
家
筆
本
（
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
→
彦
根
本

（
33
）
前
掲
注
（
16
）
に
同
じ
。

（
34
）
高
田
信
敬
「
断
簡

│
小
さ
な
窓
か
ら
眺
め
た
『
源
氏
物
語
』

│
」
（
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
㉙
花
散
里
』
〔
前
掲
注
（
24
）
〕
所
収
）
に

は
「
56
明
石
巻
断
簡
（
戊
）
」
（
極
札
ナ
シ
・
鎌
倉
後
期
写
）
「
57
明
石
巻
断
簡
（
己
）
」
（
極
札
ナ
シ
・
南
北
朝
写
）
の
二
葉
に
つ
い
て
「
現
存
い
ず
れ

の
伝
本
と
も
重
な
ら
な
い
こ
の
切
を
別
本
と
認
定
し
て
よ
い
か
ど
う
か
、
な
お
慎
重
に
考
え
た
い
が
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時
代
の
本
文
に
、
河
内
本
・

青
表
紙
本
と
は
別
の
形
が
あ
っ
た
こ
と
の
一
証
に
は
な
る
」
（
戊
）
、
「
も
し
「
明
石
」
巻
に
別
本
あ
り
と
せ
ば
、
こ
の
断
簡
を
有
力
候
補
の
一
つ
に
挙

げ
て
よ
か
ろ
う
」
（
己
）
と
す
る
が
、
言
わ
れ
る
通
り
な
お
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
戊
切
の
ツ
レ
と
し
て
、
か
う
な
や
目
録
『
拾
遺
鶏
肋
』
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3
号
（
5
）
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
伝
顕
昭
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
未
見
（
「
古
筆
切
集
成
稿
」
・
「
顕
昭
」
項
、
己
切
は

「
伝
称
筆
者
不
明
」
項
）
。
田
中
登
・
横
井
孝
編
『
源
氏
物
語　

古
筆
の
世
界
』
（
武
蔵
野
書
院
、
令
和
五2023

年
十
一
月
）
に
は
、
先
の
己
切
が

224

「
西
行
〔
不
明
〕　

四
半
切
（
明
石
）
①
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
ツ
レ
と
し
て

225
「
西
行　

四
半
切
（
明
石
）
②
」
・

226
「
西
行　

四
半
切
（
明

石
）
③
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
②
解
説
（
横
井
孝
執
筆
）
に
は
「
別
本
の
本
文
と
認
め
て
よ
か
ろ
う
か
」
と
あ
る
。

（
35
） 

加
藤
洋
介
「
角
屋
保
存
会
蔵　

源
氏
物
語
末
摘
花
巻
―
解
題
と
影
印
・
翻
刻
―
」
（
『
角
屋
研
究
』
第
18
号
、
平
成
二
十
一2009

年
二
月
）
に
は
、

「
末
摘
花
」
本
文
に
つ
い
て
「
河
内
本
の
成
立
に
関
わ
っ
て
、
陽
明
文
庫
本
・
角
屋
本
に
近
い
本
文
を
底
本
と
し
、
そ
こ
に
定
家
本
そ
の
他
の
本
文
に

よ
る
校
合
が
加
わ
っ
た
の
が
河
内
本
な
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
に
お
け
る
国
文
学
特
殊
講
義
「
中
世
古
筆
切
研
究
」
（
令
和
五2023

年
度
後
期
）
第
6
回
講
義
「
鎌

倉
期
書
写
の
源
氏
物
語
切
（
一
）

―
伝
寂
蓮
法
師
筆
切
二
種

―
」
（
十
月
十
九
日
実
施
）
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
テ
キ
ス
ト
の
一
部
を
元
に

し
て
成
稿
し
た
も
の
で
す
。
資
料
の
探
索
等
に
つ
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
京
都
女
子
大
学
図
書
館
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
に
、

記
し
て
感
謝
致
し
ま
す
。

（
本
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
）


